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は
じ
め
に

　

花
山
院
長
親
（
生
年
不
詳
〜
一
四
二
九
）
は
、
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
父
家
賢
に

続
き
南
朝
に
祇
候
し
て
内
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
廷
臣
で
あ
り
、
当
代
き
っ
て
の
歌
人

と
し
て
音
に
聞
こ
え
た
。
南
北
朝
合
一
前
夜
に
臨
済
宗
法
燈
派
の
下
で
剃
髪
し
て
京

都
に
隠
遁
し
、
北
朝
・
室
町
幕
府
に
帰
順
し
た
。
そ
の
後
の
彼
は
、
本
論
で
述
べ
る

よ
う
に
、
寺
社
縁
起
絵
巻
を
製
作
し
、
足
利
義
満
・
義
持
の
下
で
は
古
典
学
を
興
隆

さ
せ
る
な
ど
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
の
活
動
の
幅
広
さ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
中

世
史
研
究
、
歌
壇
史
、
美
術
史
、
宗
教
史
の
各
分
野
の
関
心
を
集
め
て
き
）
1
（

た
。
筆
者

も
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
応
永
期
に
渡
唐
天
神
像
が
流
布
す
る
状
況
か
ら
室
町
殿
義

持
・
惟
肖
得
巌
ら
五
山
僧
・
守
護
大
内
盛
見
と
の
相
互
関
係
を
取
り
結
ぶ
キ
ー
マ
ン

と
し
て
取
り
上
げ
、
室
町
社
会
の
文
化
構
造
の
な
か
で
そ
の
活
動
を
捉
え
直
し
）
2
（

た
。

本
稿
で
は
北
朝
帰
順
後
の
活
動
を
、
特
に
寺
社
縁
起
の
製
作
を
中
心
に
論
じ
た
い
。

　

本
論
で
は
便
宜
上
、
長
親
の
北
朝
帰
順
後
の
活
動
を
時
期
区
分
し
て
話
を
進
め
て

い
く
。

　

ま
ず
、
長
親
が
剃
髪
遁
世
し
た
の
は
、
明
徳
年
間
の
頃
と
さ
れ
る
。
京
都
に
戻
っ

て
以
降
、
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
か
ら
応
永
一
桁
代
の
活
動
に
は
、
臨
済
宗
法
燈

派
寺
院
と
の
関
わ
り
が
目
立
ち
、
本
論
で
も
分
析
す
る
寺
社
縁
起
絵
巻
の
製
作
に
関

与
し
た
。

　

応
永
十
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
比
べ
て
法
燈
派
寺
院
の
寺
社
縁
起
製
作
か

ら
は
や
や
離
れ
、『
耕
雲
口
伝
』（
応
永
十
五
年
）、『
耕
雲
聞
書
』（
同
十
八
年
）、

『
耕
雲
百
首
』（
同
二
十
一
年
頃
）、『
源
氏
最
秘
抄
』（
同
二
十
三
年
）
な
ど
、
義
持

政
権
下
で
歌
論
・
和
歌
注
釈
を
と
み
に
顕
在
化
さ
せ
）
3
（
る
。
さ
ら
に
、
応
永
二
十
六
年

の
『
宇
佐
八
幡
宮
縁
起
』
書
写
や
翌
二
十
七
年
の
『
日
御
碕
社
修
造
勧
進
状
』
な
ど
、

応
永
二
十
年
代
以
降
に
お
け
る
義
持
の
地
方
寺
社
復
興
事
業
に
関
与
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
北
朝
帰
順
後
の
長
親
の
文
化
活
動
を
概
括
す
る
と
、
応
永
一
桁
代
に

お
け
る
法
燈
派
寺
院
の
寺
社
縁
起
製
作
の
受
注
を
第
一
期
、
応
永
十
年
代
に
お
け
る

中
央
歌
壇
で
の
和
歌
・
注
釈
活
動
の
顕
在
化
を
第
二
期
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
応
永
二

十
年
代
以
降
に
お
け
る
義
持
政
権
の
地
方
寺
社
復
興
事
業
へ
の
随
従
を
第
三
期
と
、

お
よ
そ
三
段
階
に
刻
む
こ
と
が
で
き
る
。
前
稿
で
は
主
に
第
二
期
以
降
を
主
な
分
析

対
象
と
し
た
た
め
、
以
下
で
は
、
こ
の
う
ち
応
永
一
桁
代
の
活
動
を
中
心
に
、
そ
れ

以
降
の
時
期
と
関
連
づ
け
て
分
析
を
加
え
た
い
。
な
お
、
応
永
期
以
前
の
南
朝
祇
候

時
代
は
分
析
対
象
か
ら
除
く
。

第
一
章　

花
山
院
長
親
の
道
号
法
諱
と
住
居

　

花
山
院
長
親
の
事
績
は
剃
髪
後
・
北
朝
帰
順
後
に
顕
在
化
す
る
が
、
そ
の
彼
を
、
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耕
雲
庵
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
所
在
地
が
問
題
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の

説
が
並
ぶ
。

　

第
一
に
、
南
禅
寺
禅
棲
院
）
6
（
説
が
あ
る
が
、
根
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
南
禅
寺

禅
棲
院
は
、
孤
峰
覚
明
の
法
嗣
で
、
長
親
も
師
事
し
た
聖
徒
明
麟
が
造
営
し
た
塔
頭

で
あ
）
7
（
る
。
管
見
の
限
り
、
応
永
十
五
年
成
立
の
『
耕
雲
口
伝
』
奥
書
に
「
南
禅
寺
禅0

棲
院
耕
雲

0

0

0

0

魏
公
上
人
」（
表
1
№
9
）
と
あ
る
ほ
か
、
翺
之
慧
鳳
『
竹
居
清
事
』
に

も
「
今
夫
曰
禅
棲

0

0

曰
畊
雲

0

0

」
）
8
（

と
い
う
一
文
を
見
出
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
禅
棲
院
と
耕

子
晋
明
魏
と
呼
ぶ
か
、
耕
雲
明
魏
と
呼
ぶ
か
と
い
う
呼
称
上
の
問
題
が
あ
る
。
明
魏

は
彼
の
法
名
（
法
諱
）
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
つ
く
二
文
字
の
道
号
が
子
晋
、
な
い

し
耕
雲
の
号
と
さ
れ
る
。
歴
史
人
物
の
人
名
呼
称
は
初
歩
的
問
題
で
は
あ
る
が
存
外

に
難
儀
す
る
。
研
究
史
上
で
は
、
耕
雲
庵
と
い
う
実
在
の
塔
頭
に
由
来
す
る
と
み

る
）
4
（
説
と
、
塔
頭
由
来
否
定
）
5
（
説
と
が
あ
る
。
そ
の
検
証
の
た
め
に
は
彼
の
居
住
し
た
寺

庵
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
呼
称
表
現
に
関
す
る
同
時
代
史
料
を
中
心
に
整
理
し

た
【
表
1
】
を
用
い
て
一
考
し
た
い
。

【
表
１
】　
耕
雲
散
人
道
号
法
諱
デ
ー
タ

№
呼
称
表
記

自
称
／

他
称
　

年
号

年
代

史
料
名

耕
雲

子
晋

明
魏

1
耕
雲
散
人
明
魏

耕
雲
散
人

―
明
魏

弘
和
元

〔
1381

成
立
〕

『
仙
源
抄
』

2
明
魏

―
―

明
魏

弘
和
元

〔
1381

成
立
〕

『
新
葉
和
歌
集
』
恋

4・
938

3
耕
雲
／
法
名
明
魏

耕
雲

―
明
魏

他
称

応
永
元

1394/11/27
『
霊
巌
寺
縁
起
』
奥
書
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

4
耕
雲

耕
雲

―
―

自
称

応
永

02
1395/01/00

『
慈
眼
堂
文
書
』
巻

1（
中
院
町
文
化
財
保
存
会
蔵
）

5
耕
雲
野
衲
明
魏

畊
雲
野
衲

―
明
魏

自
称

応
永

02
1395/06/00

『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
奥
書
（
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
）

6
散
人
明
魏
拝
〈
三
光
直
弟
也
、
華

山
院
如
住
庵
号
耕
雲
也
、〉

華
山
院
如
住
庵
号
耕
雲

―
散
人
明
魏

自
称

応
永

09
1402/00/00

『
法
燈
国
師
縁
起
』
奥
書
（
興
国
寺
蔵
）

7
耕
雲
野
衲
明
魏

畊
雲
野
衲

―
明
魏

自
称

応
永

09
1402/06/00

『
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
』
下
巻
奥
書

8
耕
雲
庵

耕
雲
庵

―
―

他
称

応
永

14
1407/12/24

『
教
言
卿
記
』

9
南
禅
寺
禅
栖
院
耕
雲
魏
公
上
人

耕
雲

―
魏
公
上
人

他
称

応
永

15
成
立
／
文
安

5
〔

1408
成
立
〕

1448
奥
書

『
耕
雲
口
伝
』
奥
書

10
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

20
1413/04/29

『
満
済
准
后
日
記
』

11
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

20
1413/05/04

『
満
済
准
后
日
記
』

12
畊
雲
野
衲
明
魏

畊
雲
野
衲

―
明
魏

自
称

応
永

21
1414/02/23

『
詠
十
五
首
和
歌
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

13
畊
雲

畊
雲

―
―

他
称

応
永

21
1414/08/00

『
眞
愚
稿
』（
西
胤
俊
承
）

14
如
住
道
人

―
―

―
他
称

応
永

21
1414/08/00

『
繋
驢
橛
』
下
偈
頌
（
惟
忠
通
恕
）

15
耕
雲

耕
雲

―
―

自
称

応
永

22
1415/02/04

『
七
百
番
歌
合
序
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

16
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

22
1415/02/04

『
満
済
准
后
日
記
』

17
畊
雲
散
人

畊
雲
散
人

―
―

自
称

天
授

02
成
立
／
応
永

22
〔

1376
成
立
〕
／

1415/07/29
奥
書
『
耕
雲
千
首
』
奥
書
（
佐
々
木
信
綱
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

18
耕
雲
（
花
山
一
族
僧
）

耕
雲

―
―

他
称

応
永

23
1416/11/09

『
看
聞
日
記
』

19
畊
雲
山
人
明
魏

畊
雲
山
人

―
明
魏

自
称

天
授

02
成
立
／
応
永

25
〔

1376
成
立
〕
／

1418
春
奥
書

『
耕
雲
千
首
』
奥
書
（
平
瀬
三
七
雄
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

20
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

25
1418/03/18

『
到
津
文
書
』
八
・
豊
前
「
宇
佐
宮
寺
御
造
営
并
御
神
事
・
法
会
等
御
再
興
之
日
記
」

21
沙
門
明
魏

―
―

沙
門
明
魏

自
称

応
永

25
1418/08/28

『
日
御
崎
社
造
営
勧
進
状
』

22
耕
雲
山
人

耕
雲
山
人

―
―

自
称

応
永

26
1419

春
『
耕
雲
紀
行
』
奥
書

23
花
頂
耕
雲

花
頂
耕
雲

―
―

他
称

応
永

26
1419/01/14

『
満
済
准
后
日
記
』

24
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

26
1419/02/23

『
満
済
准
后
日
記
』
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25
耕
雲
庵
〈
又
号
如
住
院
〉
老
僧

耕
雲
庵
〈
又
号
如
住
院
〉
―

―
他
称

応
永

26
1419/03/―

『
兼
宣
公
記
』

26
耕
雲
禅
師

耕
雲
禅
師

―
―

他
称

応
永

26
1419/05/18

『
雅
世
卿
賢
筆
』

27
耕
雲
和
尚

耕
雲
和
尚

―
―

他
称

応
永

26
1419/09/13

『
看
聞
日
記
』

28
耕
雲
和
尚

耕
雲
和
尚

―
―

他
称

応
永

26
1419/10/26

『
看
聞
日
記
』

29
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

25
1418/03/18

到
津
本
『
宇
佐
宮
現
記
』
一
「
宇
佐
宮
寺
御
造
営
并
御
神
事
法
会
御
再
興
日
記
」

30
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

26
1419/11/25

到
津
本
『
宇
佐
宮
現
記
』
一
「
宇
佐
宮
寺
御
造
営
并
御
神
事
法
会
御
再
興
日
記
」

31
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

26
1419/10/30

『
看
聞
日
記
』

32
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

26
1419/11/10

『
看
聞
日
記
』

33
耕
雲
和
尚

耕
雲
和
尚

―
―

他
称

応
永

29
1422/04/09

『
兼
宣
公
記
』

34
畊
雲
山
人
明
魏

畊
雲
山
人

―
明
魏

自
称

応
永

29
1422/05/―

渡
唐
天
神
像
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
）

35
―

―
―

―
応
永

30
1423/―

/―
『
新
葉
和
歌
集
』

36
耕
雲
和
尚

耕
雲
和
尚

―
―

他
称

応
永

31
1424/06/22

『
看
聞
日
記
』

37
散
人
明
魏

―
―

散
人
明
魏

自
称

応
永

31
1424/―

/―
『
紀
州
由
良
鷲
峯
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』（
興
国
寺
蔵
）

38
畊
雲
和
尚

畊
雲
和
尚

―
―

他
称

応
永

31
以
前

岐
陽
方
秀
（

1361︲1424）
『
不
二
遺
稿
』
巻
上
・
頌

39
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

32
1425/11/24

『
満
済
准
后
日
記
』

40
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

32
1425/11/29

『
満
済
准
后
日
記
』

41
耕
雲
禅
師

耕
雲
禅
師

―
―

他
称

応
永

33
1426/01/11

『
満
済
准
后
日
記
』

42
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

33
1426/04/03

『
満
済
准
后
日
記
』

43
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

33
1426/04/10

『
満
済
准
后
日
記
』

44
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

33
1426/04/20

『
満
済
准
后
日
記
』

45
菩
薩
戒
弟
子
―

―
―

―
自
称
ヵ
応
永

33
1426/07/25

『
粉
河
寺
続
験
記
』（
宝
徳

4
年

3
月
貞
成
親
王
写
）

46
南
朝
旧
臣
長
親
卿
／
耕
雲
庵

耕
雲
庵

―
長
親
卿

他
称

応
永

33
1426/12/15

『
薩
戒
記
』

47
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

応
永

35
1428/02/07

『
満
済
准
后
日
記
』

48
如
住
道
人

―
―

―
他
称

応
永

35
以
前

1428
以
前

『
雲
壑
猿
吟
』

(惟
忠
通
恕
）

49
耕
雲
山
人
明
魏

耕
雲
山
人

―
明
魏

自
称

応
永

35
以
前

1428
以
前

『
御
成
敗
式
目
追
加
』
奥
書

50
耕
雲
山
人
明
魏

耕
雲
山
人

―
明
魏

自
称

永
享
元
以
前

1429
以
前

『
原
中
最
秘
抄
』
下
奥
書

51
畊
雲
老
人

畊
雲
老
人

―
―

他
称

永
享
元
以
前

1429
以
前

『
東
海

璚
華
集
』
二
「
畊
雲
老
人
寿
像
賛
」

52
如
住
和
尚

―
―

―
他
称

永
享
元
以
前

東
沼
周
厳
（

1391︲1462）
『
流
水
集
』
巻

3・
七
言
絶
句

53
耕
雲
散
人
明
魏

花
山
耕
雲
散
人

―
明
魏

自
称

永
享
元
以
前

1429
以
前

『
倭
片
仮
字
反
切
義
解
』

※
54
耕
雲
庵
主
明
魏

耕
雲
庵
主

―
明
魏

他
称

正
長

02
1429/07/10

『
薩
戒
記
目
録
』

55
明
魏
法
師

―
―

明
魏
法
師

他
称

永
享

11
1439/06/27

成
立

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
巻

4
秋
歌
上
・

394
5 6
畊
雲

畊
雲

―
―

他
称

文
安

05or宝
徳

02
1448or1450

『
正
徹
物
語
』

57
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

康
正

03／
長
禄

01
1457/11/15

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』

58
耕
雲
和
尚

耕
雲
和
尚

―
―

他
称

文
明

05
1473

一
条
兼
良
序

『
草
根
集
』

59
畊
雲
庵
、
名
明
魏
、
号
子
晋

畊
雲
庵

号
子
晋

名
明
魏

他
称

文
明

17
1485/09/18

『
蔗
軒
日
録
』

60
耕
雲

耕
雲

―
―

他
称

享
禄

02
1529/02/07

『
言
継
卿
記
』

61
長
親
　〈
子
晋
〉

―
子
晋

―
他
称

寛
文

07
1667

序
『
貴
胤
碩
臣
出
家
標
目
』（
内
閣
文
庫
）

62
耕
雲
子
晋
明
魏
禅
師

耕
雲

子
晋

明
魏

他
称

延
宝

06
成
立
／
宝
永

3
初
刊

1678
成
立
／

1706
初
刊
。

『
延
宝
伝
燈
録
』
巻

15・
聖
徒
明
鱗
章

63
法
名
明
魏
、
字
子
晋

―
字
子
晋

法
名
明
魏

他
称

卍
山
道
白
（

1636︲1715）
著

『
鷹
峰
卍
山
和
尚
広
録
』

26
記
・
菅
神
渡
宋
伝
衣
画
像
記

64
畊
雲
老
人
　
又
曰
明
魏

畊
雲
老
人

―
明
魏

他
称

無
著
道
忠
（

1653︲1745）
編

『
風
流
袋
』
巻

15（
鹿
苑
寺
蔵
）

65
号
耕
雲
、
法
名
明
魏

号
耕
雲

―
法
名
明
魏

他
称

『
断
絶
諸
家
略
伝
』
中
・
堀
川
花
山
院
家
庶
流
又
号
花
山
院
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

為
」（
表
1
№
23
）
は
虫
損
で
読
め
な
い
が
、
華
頂
の
耕
雲
庵
を
仄
め
か
す
。
如
住

院
が
応
永
二
年
以
降
の
耕
雲
明
魏
の
主
要
拠
点
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　

さ
て
、
如
住
院
耕
雲
庵
の
存
否
だ
が
、
応
永
二
十
二
年
二
月
の
七
百
番
歌
合
で
自

ら
を
「
北
闕
の
塵
を
出
て
東
山
の
雲
に
耕
す
老
夫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
表
1
№
12
）
と
呼
ん
で
い
る

事
実
や
、『
兼
宣
公
記
』
応
永
二
十
六
年
三
月
条
「
耕
雲
庵
又
号
如

住
院
。
」
の
一
文
が
、
史

料
的
根
拠
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
筑
波
大
学
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
応
永
二
年
六
月
成
立

『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
奥
）
₁₂
（
書
に
は
「
耕
雲
野
衲
明
魏
」
の
名
義
が
見
出
せ
る
（
表
1
№

4
）。
さ
ら
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
霊
巌
寺
縁
）
₁₃
（
起
』
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）

別
筆
の
奥
書
に
は
、「
内
大
臣
右
近
大
将
藤
原
長
親
公
、
御
出
家
之
後
、
扁0

巴

所0

覗

居0

之
軒

0

0

蚤

称0

巴

耕
雲

0

0

芭

法
名
明
魏
」（
表
1
№
3
）
と
あ
り
、
耕
雲
と
い
う
称
号
が
、
寺

庵
が
名
乗
る
軒
号
に
由
来
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
禅
棲
院
が
成
立
す
る
応
永

二
十
年
よ
り
八
年
も
前
、
如
住
院
建
立
の
契
機
と
な
る
通
定
の
剃
髪
よ
り
一
か
月
前

か
ら
、
耕
雲
と
い
う
自
称
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
、

『
教
言
卿
記
』
応
永
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
「
北
山
殿
十
首
御
歌
内
、
耕
雲

0

0

庵0

長
点
を
被
覗

申
云
々
」（
表
1
№
8
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
三

年
十
二
月
十
五
日
条
に
は
、「
抑
件（

聖
無
動
院
宗
意
）

僧
正
者
、
南
朝
旧
臣
長
親
卿
花
山
院
尹
大
納

言
師
賢
卿
孫
子
也
。

依
覗

有
巴

一
門
之
好
芭

近
年
予
所
巴

申
通
蚤

也
。
近
来
号

0

0

0

巴

耕
雲
庵

0

0

0

蚤

」（
表
1
№
46
）
と

み
え
る
。
耕
雲
庵
と
い
う
人
名
呼
称
が
存
し
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
こ
の
庵
号
の
元

と
な
る
字あ

ざ
なに
つ
い
て
は
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

自
称
で
は
「
耕
雲
山
人
（
散
人
）
明
魏
」
名
義
が
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
は
【
表

1
】
に
明
白
で
あ
る
。
散
人
と
は
字
に
つ
く
呼
称
で
あ
る
。
字
と
は
庵
や
堂
か
ら
取

0

0

0

0

0

0

る
称
号

0

0

0

を
さ
し
、
中
国
南
宋
代
以
降
、
字
は
法
名
と
字
義
上
一
具
と
な
る
こ
と
で
道

号
と
称
し
た
と
い
う
。
室
町
期
で
は
、
相
国
寺
常
徳
院
小
補
軒
に
居
住
し
た
横
川
景

三
が
「
小
補
散
人
景
三
」
と
自
称
し
た
例
が
、
字
（
庵
号
）
に
該
当
す
る
。「
耕
雲

雲
の
呼
称
は
並
列
さ
れ
る
の
み
で
、
禅
棲
院
内
に
耕
雲
庵
が
あ
る
と
ま
で
は
定
め
が

た
い
。

　

第
二
に
、
東
山
如
住
院
の
塔
頭
説
が
あ
）
9
（
る
。
如
住
院
は
、
京
都
東
山
の
華
頂
山
に

あ
っ
た
花
山
院
家
菩
提
寺
で
、
当
地
に
は
花
山
院
家
先
祖
の
粟
田
山
荘
が
存
し
た
。

応
永
二
年
七
月
二
日
、
右
大
臣
花
山
院
通
定
が
剃
髪
を
強
行
し
て
い
る
（『
荒
暦
』

同
日
条
）。
通
定
の
剃
髪
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
六
月
に
出
家
し
た
義
満
へ
の
同

心
出
家
を
示
唆
す
る
が
、
剃
髪
強
行
の
通
定
に
対
し
て
義
満
は
不
快
感
を
示
し
、
通

定
に
「
蟄
巴

居
華
頂
別
墅
蚤

」
を
言
い
渡
し
た
と
い
う
（『
柳
原
家
記
録
』
同
年
七
月

八
日
・
十
二
日
条
）。
義
満
不
快
の
原
因
は
不
可
解
だ
が
、
こ
の
通
定
の
「
華
頂
別

墅
」
こ
そ
が
如
住
院
の
前
身
で
あ
り
、
こ
の
後
ま
も
な
く
建
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
同
年
正
月
に
は
、
嵯
峨
二
尊
院
門
前
の
慈
眼
堂
で
藤
原
定
家
の
念
持
仏
に
由

緒
を
も
つ
『
中
院
観
音
縁
起
』
を
書
写
し
）
₁₀
（
た
。
当
時
の
嵯
峨
に
は
長
慶
天
皇
・
後
亀

山
天
皇
ら
旧
南
朝
天
皇
の
遺
跡
が
所
在
し
、
長
慶
天
皇
皇
子
で
夢
窓
派
禅
僧
と
な
っ

た
海
門
承
朝
も
嵯
峨
慶
寿
院
に
住
し
た
こ
と
が
あ
）
₁₁
（
る
。
剃
髪
し
た
長
親
（
明
魏
）
は

当
時
身
を
寄
せ
て
い
た
法
燈
派
の
拠
点
、
花
山
院
家
所
縁
の
京
都
宇
多
野
の
妙
光
寺

か
ら
嵯
峨
に
出
遊
し
、
如
住
院
の
建
立
を
機
に
、
東
山
に
移
住
し
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。

　

通
定
は
応
永
七
年
に
没
す
る
が
、
応
永
十
五
年
成
立
の
『
耕
雲
口
伝
』
冒
頭
に

「
こ
の
十
と
せ
あ
ま
り
花
頂
山
に
隠
居
」
し
た
と
あ
る
か
ら
、
応
永
五
年
頃
か
通
定

死
没
前
後
に
は
耕
雲
明
魏
も
す
で
に
如
住
院
に
居
住
し
た
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
研

究
で
は
、
如
住
院
居
住
年
代
が
曖
昧
だ
っ
た
が
、
そ
の
移
住
時
期
は
通
定
剃
髪
の
応

永
二
年
七
月
か
ら
通
定
死
没
の
応
永
七
年
ま
で
の
間
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
後
、
耕
雲
明
魏
は
、
応
永
二
十
一
年
八
月
の
足
利
義
持
の
丹
後
下
向
時
、
惟

忠
通
恕
か
ら
「
如
住
道
人
」
と
呼
ば
れ
（
表
1
№
14
）、
同
二
十
三
年
に
「
花
頂
辺

居
住
」（
表
1
№
18
）、
三
年
後
の
記
事
「
御
所
様
渡
御
花
頂
耕
雲

0

0

0

0

□
□
□
□
路
次
無
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耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

第
二
章　

十
四
世
紀
の
臨
済
宗
法
燈
派
と
地
域
の
霊
場

　

耕
雲
明
魏
が
参
じ
た
臨
済
宗
法
燈
派
は
、
鎌
倉
期
以
降
の
早
い
段
階
か
ら
列
島
の

諸
地
域
に
展
開
し
た
。
そ
の
分
布
は
、
紀
伊
国
西
方
寺
（
興
国
寺
、
和
歌
山
県
由
良

町
）、
花
山
院
師
継
の
山
荘
が
禅
院
化
し
た
仁
和
寺
辺
宇
多
野
の
妙
光
寺
（
京
都
市

右
京
区
）
を
二
大
拠
点
と
し
て
、
和
泉
国
大
雄
寺
（
大
阪
府
高
石
市
）、
田
代
氏
が

帰
依
し
た
和
泉
国
海
蔵
寺
（
大
阪
府
泉
大
津
市
）
が
囲
繞
す
る
大
阪
湾
岸
部
の
拠
点

寺
院
が
、
南
朝
勢
力
圏
や
熊
野
参
詣
路
を
取
り
結
ぶ
。
従
来
指
摘
が
な
い
が
、
鎌
倉

末
期
に
は
高
山
慈
照
が
熊
野
別
当
宮
崎
家
の
支
援
も
と
り
つ
け
た
様
子
で
（
表
2
№

4
）、
太
平
洋
・
内
海
に
も
活
路
を
開
い
た
。
後
醍
醐
天
皇
・
後
村
上
天
皇
ゆ
か
り

の
出
雲
国
雲
樹
寺
（
島
根
県
安
来
市
）
や
但
馬
国
安
国
寺
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
の
山

陰
、
鞆
浦
安
国
寺
（
広
島
県
福
山
市
）
な
ど
が
甍
を
並
べ
る
備
後
国
ほ
か
瀬
戸
内
沿

岸
部
か
ら
豊
後
国
東
半
島
に
至
る
西
に
拡
が
）
₁₆
（

り
、
さ
ら
に
、
開
祖
と
仰
が
れ
る
無
本

覚
心
が
信
濃
国
出
身
で
あ
っ
た
縁
に
も
預
か
り
、
美
濃
・
信
濃
・
甲
斐
・
越
後
・
武

蔵
な
ど
東
国
方
面
へ
と
展
開
し
た
。

　

臨
済
宗
法
燈
派
に
関
す
る
研
究
は
、
禅
宗
史
や
地
域
史
・
唱
導
説
話
研
究
か
ら
進

め
ら
れ
て
研
究
蓄
積
を
有
す
る
が
、
そ
の
分
析
範
囲
が
地
域
別
に
行
わ
れ
る
な
ど
、

必
ず
し
も
全
国
的
・
総
合
的
な
研
究
視
角
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
右
に
概
観
し
た
だ
け
で
も
、
臨
済
宗
法
燈
派
の
全
国
的
展
開
が
垣
間
見
え
よ

う
。
京
郊
地
域
―
紀
伊
半
島
の
陸
海
路
を
南
北
に
走
る
縦
軸
を
中
心
線
と
し
て
、
こ

の
教
線
の
西
は
山
陰
・
瀬
戸
内
・
九
州
、
東
は
関
東
甲
信
に
ま
で
及
び
、
北
陸
の
曹

洞
禅
勢
力
と
も
結
び
つ
く
こ
と
で
日
本
海
ル
ー
ト
に
も
到
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
広
が
り
を
も
つ
臨
済
宗
法
燈
派
の
地
域
展
開
に
お
け
る
特
色
を
抽
出

し
て
み
よ
う
。

散
人
」
の
号
も
同
様
の
法
則
か
ら
い
え
ば
耕
雲
庵
に
由
来
す
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ

な
い
。
禅
僧
の
呼
称
方
法
に
つ
い
て
は
、
道
号
二
文
字
と
法
諱
二
文
字
を
併
せ
た
四

字
連
称
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
玉
村
竹
二
）
₁₄
（
氏
が
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
原
則
で
い
け

ば
、
子
晋
明
魏
と
四
字
連
称
す
る
べ
き
で
あ
り
、
字
（
庵
号
）
と
さ
れ
る
耕
雲
と
道

号
で
あ
る
子
晋
と
は
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
し
、
問
題
は
そ
う
簡
単

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
道
号
「
子
晋
」
の
名
義
は
、
生
前
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

子
晋
号
の
初
見
は
、『
蔗
軒
日
録
』
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
九
月
十
八
日
条

「
畊
雲
庵
、
伯（

伯
厳
珠
楞
）

元
ノ
父
、
三（
孤
峰
覚
明
）

光
ノ
弟
子
、
俗
花
山
院
候
人
也
。
名
明
魏
、
号
子
晋
」

と
い
う
記
事
（
表
1
№
59
）
で
あ
り
、
没
後
五
十
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
。
孤
峰

覚
明
と
は
臨
済
宗
法
燈
派
の
祖
と
仰
が
れ
る
無
本
覚
心
の
法
嗣
で
あ
り
、
南
朝
の
顧

問
的
地
位
に
い
た
禅
僧
で
あ
る
。
長
親
の
剃
髪
年
次
、
道
号
法
諱
を
授
与
し
た
人
物

は
未
確
定
だ
が
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
両
朝
統
一
後
に
剃
髪
し
た
と
す
る
場
合
、

孤
峰
覚
明
の
法
嗣
で
あ
る
聖
徒
明
麟
の
下
で
剃
髪
し
た
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、

俗
人
が
剃
髪
せ
ず
に
道
号
や
法
諱
を
袈
裟
と
共
に
授
か
る
受
衣
の
例
は
あ
る
か
）
₁₅
（
ら
、

長
親
が
幼
時
に
生
前
の
孤
峰
覚
明
か
ら
道
号
子
晋
か
耕
雲
の
称
を
授
与
さ
れ
秘
蔵
し

た
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
だ
が
、
実
名
敬
避
俗
の
原
則
か
ら
い
え
ば
、
敬
避
す

る
の
は
道
号
子
晋
で
は
な
く
法
諱
明
魏
の
方
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
子
晋
の
道
号
は
、

耕
雲
散
人
の
称
に
比
べ
て
同
時
代
人
に
は
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

彼
は
終
生
歌
人
で
通
し
た
よ
う
に
、
本
格
の
禅
僧
で
は
な
く
法
体
の
在
俗
信
徒
と

し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
か
ら
、
現
段
階
で
は
耕
雲
の
称
は
剃
髪
後
、
子
晋
号
は

最
晩
年
か
没
後
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
生
前
に
は
耕
雲
（
庵
）
明
魏
を
名
乗
っ
た

と
推
測
し
て
お
き
た
い
。
よ
っ
て
字
義
的
に
は
子
晋
明
魏
を
是
と
す
る
が
、
以
下
で

は
便
宜
上
、
実
態
を
重
ん
じ
て
耕
雲
明
魏
と
略
称
す
る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

「
混（
渾
）沌

未
分
時
」
を
め
ぐ
り
問
答
を
交
わ
し
、
菩
薩
戒
を
授
与
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
以
前
、
夢
窓
疎
石
も
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
に
伊
勢
外
宮
辺
に
逗
留
し
、
豊

受
太
神
宮
一
禰
宜
に
対
し
て
、
神
宮
で
幣
帛
奉
納
や
陀
羅
尼
読
誦
を
禁
ず
る
由
来
を

尋
ね
た
と
い
）
₂₁
（
う
。
中
世
禅
僧
も
律
僧
・
顕
密
僧
と
同
じ
く
伊
勢
参
詣
し
た
が
、
別
峰

大
珠
や
無
著
妙
融
の
場
合
は
教
義
問
答
や
授
戒
・
化
度
を
伴
う
な
ど
、
夢
窓
疎
石
よ

り
も
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
る
。

　

度
会
行
忠
が
撰
し
た
伊
勢
神
道
書
『
古
老
口
実
伝
』
で
『
梵
網
経
』
の
学
習
を
最

極
と
位
置
づ
け
た
よ
う
に
、
律
学
を
修
養
す
る
度
会
氏
が
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
を
相
承

す
る
禅
僧
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
と
い
）
₂₂
（
う
。
神
宮
文
庫
本
『
古
今
秘
歌
集
阿
古
根

伝
』
で
も
「
混
沌
ハ
一
心
ノ
本
源
タ
ル
コ
ト
」
を
儒
家
・
禅
・
密
・
念
仏
の
教
説
を

借
り
て
論
じ
る
か
）
₂₃
（
ら
、
外
宮
祠
官
も
禅
に
よ
っ
て
天
地
開
闢
と
い
う
宇
宙
の
起
源
に

迫
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
禅
僧
側
に
も
日
本
紀
書
写
や
切
紙
の
神
道
説
受
容
が

み
ら
）
₂₄
（
れ
、
鎌
倉
期
以
降
に
諸
教
と
中
世
神
道
が
相
互
接
近
す
る
な
か
で
神
祇
化
度
説

話
が
興
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
出
雲
国
造
家
で
あ
る
。
僧
浄
賢
が
杵
築
明
神
の
夢
告
を
蒙
っ
た
こ
と
を

機
に
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
三
月
十
五
日
、
無
本
覚
心
の
高
弟
で
あ
る
孤
峰
覚

明
が
九
条
袈
裟
（
木
綿
）
と
細
布
二
十
五
条
袈
裟
（
麻
）
と
を
出
雲
国
造
清
孝
に
寄

進
し
、
清
孝
に
菩
薩
戒
を
授
け
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
孤
峰
覚
明
が
袈
裟
に

記
し
た
墨
書
は
左
引
の
と
お
）
₂₅
（

り
。

奉
巴

捨
入
蚤

法
衣
二
帖
、
崛
狥
九
条
赤
甲
、

青
地
、
細
布
二
十
五
条
赤色
、
当
社
神
夢
巴

告
僧

浄
賢
蚤

云
。
余
覚
明
比
丘
造
巴

于
二
十
五
条
袈
裟
芭

当
巴

保
受
蚤

云
々
。
仍
覗

之
納
巴

于
細
布
衣
崛
狥
蚤

者
予
願
也
。
于
時
康
永
二
年
癸
未
三
月
十
五
日
夜
、
於
巴

御
宝

殿
内
芭

以
巴

此
崛
狥
芭

授
巴

与
于
出
雲
氏
国
造
宿
禰
清
孝
兼
大
社
神
主
菩
薩
戒
并

衣
鉢
蚤

已
畢
。
明
日
十
六
日
卯
刻
附
巴

于
当
神
主
芭

納
巴

于
御
宝
殿
蚤

畢
。

時
康
永
二
年
癸未
三
月
十
五
日
誌
之
。

︵
1
︶
国
造
家
・
祠
官
家
と
法
燈
派

　

中
世
の
臨
済
宗
法
燈
派
の
拡
が
り
に
は
、
伊
勢
神
宮
や
出
雲
杵
築
社
な
ど
、
古
代

神
話
的
な
由
緒
を
も
つ
宗
教
的
権
威
と
の
接
近
と
い
う
特
色
が
あ
る
が
、
改
め
て
概

観
す
る
と
、
と
く
に
国
造
家
や
祠
官
家
と
の
接
点
が
注
目
さ
れ
る
。
従
来
は
国
造

家
・
祠
官
家
と
の
関
わ
り
は
個
別
的
に
し
か
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
下

で
は
三
つ
の
国
造
家
・
祠
官
家
に
絞
っ
て
考
察
を
深
め
た
い
。

　

第
一
に
、
伊
勢
外
宮
の
度
会
氏
で
あ
る
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
南
宋
よ
り
帰

国
し
た
無
本
覚
心
が
参
宮
し
た
際
、
南
宋
渡
航
中
に
天
台
山
石
橋
の
天
童
よ
り
感
得

し
た
藕
糸
袈
裟
を
、
天
照
大
神
の
瑞
夢
を
蒙
っ
た
外
宮
祠
官
の
度
会
貞
尚
に
奉
納
し

た
と
い
う
説
話
が
伝
わ
）
₁₇
（
る
。
そ
の
後
、
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
に
な
っ
て
臨
済
宗

聖
一
派
の
別
峰
大
殊
は
参
宮
し
た
際
、
天
照
大
神
の
瑞
夢
を
蒙
っ
た
度
会
貞
昌
の
手

に
よ
り
、
無
本
覚
心
が
奉
納
し
た
袈
裟
を
伝
授
さ
れ
、
別
峰
大
殊
が
住
持
を
務
め
た

河
内
交
野
光
通
寺
に
秘
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
）
₁₈
（
う
。
度
会
貞
尚
は
、
寛
元
二

年
（
一
二
四
四
）
に
外
宮
禰
宜
と
な
り
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
に
は
荒
木
田
尚

良
と
共
に
蒙
古
軍
滅
亡
の
起
請
文
を
上
奏
す
る
な
ど
、
約
五
十
年
も
在
職
し
た
人
物

で
あ
）
₁₉
（

る
。
度
会
貞
昌
も
、
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
以
降
、
外
宮
式
年
遷
宮
の
準
備

に
奔
走
し
、
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
八
月
に
は
上
洛
す
る
な
）
₂₀
（

ど
、
外
宮
禰
宜
と
し

て
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。

　

彼
ら
外
宮
祠
官
家
や
伊
勢
神
道
に
接
近
し
た
の
は
、
別
峰
大
殊
だ
け
で
は
な
い
。

別
峰
大
殊
と
同
じ
く
孤
峰
覚
明
に
参
禅
し
た
経
歴
を
も
つ
無
著
妙
融
や
了
堂
真
覚
ら

曹
洞
宗
峨
山
派
の
禅
僧
は
、
天
照
大
神
所
縁
の
伊
勢
や
三
輪
山
に
逗
留
し
て
神
道
説

を
究
明
し
た
と
い
う
。
と
く
に
無
著
妙
融
は
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
成
立
の

『
豊
後
州
国
崎
郡
妙
徳
山
泉
福
禅
寺
開
山
無
著
勅
諡
真
空
禅
師
行
道
記
』（『
曹
洞
宗

全
書
』
史
伝
下
）
に
よ
る
と
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
に
外
宮
祠
官
度
会
員
行
と
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耕
雲
散
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晋
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と
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芳
澤　

元

し
た
。
造
営
の
幹
事
と
し
て
土
木
を
提
督
し
た
無
本
覚
心
門
弟
の
覚
勇
は
、
こ
の
四

年
前
に
興
国
寺
本
『
法
燈
国
師
縁
起
』
を
撰
し
た
人
物
で
あ
）
₃₃
（
る
。
淑
文
は
正
応
四
年

（
一
二
九
一
）
に
は
紀
伊
由
良
で
発
見
さ
れ
た
隕
石
（
雨
宝
珠
）
を
安
置
し
た
顚
末

を
『
雨
珠
記
』
に
筆
録
し
て
も
い
）
₃₄
（
る
。
無
本
覚
心
の
報
恩
寺
開
創
に
先
立
つ
文
永
六

年
（
一
二
六
九
）
十
月
、
淑
文
の
父
で
あ
る
紀
宣
親
（
妙
蓮
）
は
、
隠
居
先
の
紀
三

井
寺
（
金
剛
宝
寺
）
に
叡
尊
を
招
い
て
十
重
戒
を
講
義
さ
せ
、
日
前
国
懸
神
宮
寺
領

内
で
殺
生
禁
断
の
実
行
と
飲
酒
乱
舞
・
酤
酒
酒
宴
停
止
を
布
告
す
る
と
と
も
に
八
九

四
人
に
菩
薩
戒
を
授
与
さ
せ
、
自
身
も
受
戒
し
て
い
）
₃₅
（
た
。
紀
三
井
寺
は
明
徳
二
年
九

月
改
訂
『
西
大
寺
末
寺
帳
』
に
も
金
剛
寺
と
し
て
名
を
残
し
た
が
、
宣
親
か
ら
淑
文

の
代
替
わ
り
に
は
、
西
大
寺
流
律
宗
に
加
え
て
、
熊
野
参
詣
路
に
沿
っ
て
進
出
し
て

い
た
臨
済
宗
法
燈
派
も
膝
下
に
抱
え
た
。
紀
伊
国
造
家
が
法
燈
派
か
ら
受
衣
し
た
形

跡
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
日
前
宮
で
叡
尊
の
授
戒
会
を
促
し
た
こ
と
か
ら
も
、

や
は
り
菩
薩
戒
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
後
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
ま
で
、
紀
伊
国
造
家
と
法
燈
派
の
つ
な
が
り

は
従
来
十
分
に
留
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
淑
氏
の
曽
孫
で
、
耕
雲
明
魏
と
同
時
代
を

生
き
た
紀
俊
長
に
は
み
る
べ
き
事
績
が
多
い
。
俊
長
は
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に

足
利
義
満
に
よ
っ
て
家
職
譲
与
を
安
堵
さ
れ
、
同
五
年
に
は
後
小
松
天
皇
の
侍
従
に

抜
擢
さ
れ
て
「
希
代
の
昇
進
」
を
果
た
し
）
₃₆
（

た
。
同
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
に
は
摂
津

琴
浦
（
尼
崎
）
に
隠
居
し
、
そ
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
閑
居
に
は
仲
方
円
伊
が
詩
序
を

寄
せ
て
い
）
₃₇
（

る
。
尼
崎
方
面
に
別
荘
を
所
持
し
た
と
い
う
の
も
、
紀
伊
水
道
か
ら
大
阪

湾
岸
に
か
か
る
沿
岸
部
で
の
勢
力
を
背
景
に
し
た
営
為
で
あ
っ
た
と
想
わ
せ
る
も
の

が
あ
）
₃₈
（

る
。

　

地
元
の
紀
伊
で
の
足
跡
を
追
う
と
、
応
永
六
年
に
日
前
国
懸
宮
の
神
事
再
編
を
主

導
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
南
北
朝
内
乱
の
余
韻
が
い
ま
だ
残
る
当
時
、
紀
伊
守
護

職
が
曲
折
を
経
て
、
在
地
勢
力
が
伸
長
す
る
変
動
の
な
か
で
、
同
宮
の
神
事
復
興
を

度
宋
比
丘
雲
樹
住
月
海
覚
明
生
年
七
十
三

戒
臘
五
十
七

　

や
は
り
こ
こ
で
も
、
菩
薩
戒
と
袈
裟
の
授
与
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。
仏
道
修
行

を
始
め
る
者
が
、
師
と
仰
ぐ
僧
に
礼
拝
し
、
衣
鉢
と
十
重
戒
を
授
か
り
俗
弟
子
と
な

る
儀
礼
を
受
衣
と
い
う
が
、
孤
峰
覚
明
は
後
醍
醐
天
皇
や
後
村
上
天
皇
、
光
厳
法
皇

に
も
衣
鉢
を
授
け
て
い
）
₂₆
（
る
。
禅
宗
の
受
衣
儀
礼
は
足
利
将
軍
家
も
代
々
執
行
し
、
義

満
が
絶
海
中
津
か
ら
授
与
さ
れ
た
袈
裟
の
功
徳
霊
験
が
軍
記
『
明
徳
記
』
な
ど
に
描

か
れ
る
）
₂₇
（
が
、
国
造
家
や
祠
官
家
に
も
そ
の
神
秘
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
出
雲
国
造

家
が
菩
薩
戒
を
求
め
た
こ
と
に
は
、
伊
勢
度
会
家
と
同
様
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、

当
時
の
国
造
家
を
め
ぐ
る
内
部
事
情
も
絡
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

出
雲
清
孝
は
、
同
年
三
月
二
十
八
日
の
譲
状
（『
北
島
文
書
』）
で
弟
孝
宗
に
所
領

所
職
を
譲
渡
し
て
い
る
）
₂₈
（
が
、
清
孝
の
没
後
ま
も
な
く
、
孝
宗
（
千
家
）
と
貞
孝
（
北

島
家
）
の
対
立
が
激
化
し
、
出
雲
国
造
家
は
分
裂
す
る
。
こ
の
分
裂
期
に
、
両
者
と

も
に
出
雲
国
造
家
で
の
歴
史
的
正
統
性
を
強
く
意
識
し
て
お
）
₂₉
（
り
、
国
造
継
承
に
必
要

な
造
営
遷
宮
記
録
を
北
島
貞
孝
が
抑
留
し
た
と
い
）
₃₀
（

う
。
か
の
袈
裟
も
国
造
家
の
威
信

材
と
し
て
、
両
家
分
裂
の
後
に
北
島
家
に
伝
来
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

清
孝
が
孤
峰
覚
明
か
ら
授
与
さ
れ
た
袈
裟
の
う
ち
、
九
条
袈
裟
は
舶
来
の
木
綿
製

だ
が
、
二
十
五
条
袈
裟
は
麻
製
で
、
伯
耆
法
華
尼
寺
（
国
分
尼
寺
）
の
尼
僧
が
縫
製

し
、
梓
匠
な
ど
山
陰
地
方
の
職
人
の
関
与
も
見
受
け
ら
れ
）
₃₁
（

る
。
中
世
に
は
不
犯
の
女

性
が
縫
製
し
た
衣
服
に
は
神
秘
性
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
お
ぼ
し
）
₃₂
（

く
、
杵
築
明
神
に

奉
納
さ
れ
た
二
十
五
条
袈
裟
も
、
法
燈
派
が
女
人
の
信
仰
を
取
り
込
ん
だ
結
果
生
ま

れ
た
袈
裟
が
、
出
雲
国
造
家
の
権
威
を
補
強
す
る
聖
遺
物
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

第
三
に
、
紀
伊
国
造
家
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
に
活
動
し
た
紀
淑
文
（
心
浄
）・
淑

氏
（
心
法
）
の
父
子
は
、
と
も
に
『
新
千
載
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
文
化
人
だ
が
、

弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
紀
三
井
寺
の
南
に
無
本
覚
心
を
招
聘
し
て
報
恩
寺
を
建
立
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

照
の
法
嗣
で
あ
り
、
根
来
寺
聖
憲
・
大
円
寺
・
大
雄
寺
に
学
び
、
洛
北
妙
光
寺
・
紀

伊
興
国
寺
・
同
大
慈
寺
に
住
し
、
信
濃
佐
久
安
養
寺
（
長
野
県
佐
久
市
）
を
中
興
し

て
も
い
る
。
こ
の
際
、
無
本
覚
心
所
伝
の
拄
杖
を
安
置
し
た
が
、
の
ち
に
こ
れ
を
戸

隠
山
に
奉
納
し
た
と
い
）
₄₄
（
う
。
戸
隠
と
い
う
の
は
無
本
覚
心
の
母
が
戸
隠
明
神
の
夢
告

を
蒙
り
受
胎
し
た
と
い
う
縁
に
よ
る
。
貞
治
三
年
（
一
三
四
七
）
に
は
大
慈
寺
よ
り

紀
伊
の
カ
タ
エ
文
殊
に
参
詣
し
、
路
傍
古
堂
の
主
に
無
本
覚
心
の
夢
告
を
得
た
と

い
）
₄₅
（
う
（
表
2
№
8
）。
信
濃
の
霊
場
や
紀
伊
の
既
存
宗
教
に
接
近
す
る
法
燈
派
の
姿

勢
が
窺
え
よ
う
。

　

相
模
国
足
柄
の
出
身
で
あ
る
抜
隊
得
勝
（
一
三
二
七
〜
一
三
八
七
）
は
孤
峰
覚
明

の
門
弟
で
、
富
士
山
に
向
か
っ
て
説
法
す
る
瑞
夢
を
機
縁
と
し
て
、
康
暦
二
年
（
一

三
八
〇
）
に
甲
斐
向
嶽
寺
（
山
梨
県
塩
山
市
）
を
開
創
し
、
仮
名
法
語
『
塩
山
和
泥

合
水
集
』
を
残
し
た
。
彼
の
門
弟
に
は
峻
翁
令
山
（
一
三
四
四
〜
一
四
〇
八
）
が
お

り
、
秩
父
畠
山
氏
の
出
自
と
伝
え
る
。
延
暦
寺
で
登
壇
受
戒
し
て
以
降
は
東
国
に
戻

り
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
か
ら
は
秩
父
の
「
髭
僧
」、
赤
城
山
、
吉
野
を
遍
参

し
て
、
向
嶽
寺
で
嗣
法
し
た
（『
広
国
開
山
行
録
』）。
同
じ
く
抜
隊
得
勝
の
門
弟
で

あ
る
絶
学
祖
能
（
一
三
五
四
〜
一
四
二
八
）
は
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
甲
斐
月

江
庵
（
月
江
寺
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）
を
創
建
し
た
が
、
月
江
寺
が
参
詣
路
に
接

し
て
富
士
道
者
の
帰
依
を
集
め
や
す
い
地
域
に
あ
）
₄₆
（

り
、
本
寺
で
あ
る
向
嶽
寺
の
抜
隊

得
勝
と
同
じ
く
富
士
信
仰
の
摂
取
を
意
識
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
熊
野
参
詣
路
に
教

線
を
張
り
巡
ら
し
た
由
良
興
国
寺
と
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
と
く
に
東
国
で
は
、

白
河
関
・
秩
父
の
髭
僧
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
岳
霊
場
や
各
種
寺
庵
・
談
議
所

を
往
来
す
る
念
仏
聖
・
修
験
・
巡
礼
者
・
漂
泊
歌
人
ら
と
接
触
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

遁
世
的
環
境
が
整
う
な
か
で
、
法
燈
派
も
こ
れ
ら
と
習
合
を
果
た
し
）
₄₇
（

た
。

　

法
燈
派
の
東
国
展
開
と
関
わ
っ
て
、
禅
宗
史
研
究
で
は
曹
洞
禅
と
の
密
接
な
交
渉

も
指
摘
さ
れ
て
い
）
₄₈
（

る
。
な
か
ん
ず
く
、
曹
洞
宗
瑩
山
派
に
連
な
る
峨
山
韶
磧
の
門
流

通
じ
て
在
地
の
秩
序
を
再
編
し
た
結
果
、
俊
長
の
代
に
は
神
領
が
拡
大
し
た
と
さ
）
₃₉
（
れ
、

至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
に
報
恩
寺
領
が
日
前
宮
領
内
の
築
堤
開
発
で
拡
大
し
た
の

も
俊
長
の
代
で
あ
）
₄₀
（
る
。
さ
ら
に
本
題
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
法
燈
派
と
紀
伊
国
造
家

の
関
係
性
は
俊
長
の
代
も
継
続
し
て
お
り
、
在
庵
普
在
（
紀
伊
霊
巌
寺
の
東
海
竺
源

法
嗣
）
の
弟
子
と
交
流
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
俊
長
の
子
弟
は
京
都
建
仁
寺
の
入

寺
を
み
て
い
）
₄₁
（
る
。
耕
雲
明
魏
と
の
直
接
的
な
接
点
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
俊
長

が
京
都
政
界
に
進
出
し
な
が
ら
も
、
土
民
を
牽
引
し
て
日
前
国
懸
社
を
再
編
す
る
傍

ら
、
報
恩
寺
な
ど
紀
伊
の
法
燈
派
禅
院
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
都
鄙
を
ま
た
ぎ

勢
力
を
形
成
し
た
様
子
は
明
白
で
あ
る
。

︵
2
︶
東
国
の
寺
社
・
霊
場
と
法
燈
派

　

迂
遠
な
よ
う
だ
が
、
も
う
一
つ
の
法
燈
派
の
特
色
と
し
て
、
畿
内
や
西
国
だ
け
で

な
く
、
東
国
方
面
に
進
出
し
た
点
を
取
り
上
げ
た
い
。
無
本
覚
心
は
信
濃
国
神
林
、

孤
峰
覚
明
は
陸
奥
国
会
津
出
身
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
地
縁
と
も
い
え
よ
う
が
、
和

歌
山
県
立
博
物
館
蔵
『
鷲
峰
開
山
法
灯
円
明
国
師
法
語
』
は
、
文
明
十
四
年
（
一
四

八
二
）
写
、
尾
張
国
妙
興
寺
（
臨
済
宗
大
応
派
）
旧
蔵
の
古
写
本
で
、
紀
伊
由
良
に

参
禅
し
た
「
武
蔵
野
聖
人
弟
子
空
法
」、「
那
須
ノ
長
老
（
高
峰
顕
日
ヵ
）」、「
鎌
倉

寿
福
寺
木
魚
」
な
ど
、
関
東
の
名
前
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
）
₄₂
（

る
。
鎌
倉
も
那
須
も
、

無
本
覚
心
の
巡
錫
地
と
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
彼
の
門
弟
世
代
に
な
る
と
、
関
東
か
ら
甲

信
越
に
も
広
く
展
開
し
て
い
く
。

　

そ
の
様
相
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
信
濃
国
出
身
の
慈
雲
妙
意
（
一
二
七
四
〜
一
三

四
五
）
は
、
無
本
覚
心
の
高
弟
で
あ
る
孤
峰
覚
明
に
入
門
し
、
越
後
国
五
智
山
で
出

家
し
た
後
、
越
中
国
国
泰
寺
（
東
松
寺
、
富
山
県
氷
見
市
）
を
開
創
し
て
、
嘉
暦
二

年
（
一
三
二
七
）
に
は
後
醍
醐
天
皇
に
も
説
法
す
る
こ
と
が
あ
っ
）
₄₃
（

た
。
同
じ
く
信
濃

国
伊
那
出
身
の
大
歇
勇
健
（
一
三
三
一
〜
一
三
八
三
）
は
、
和
泉
大
雄
寺
の
高
山
慈
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耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

　

こ
の
状
況
を
押
さ
え
た
上
で
、
次
章
で
は
耕
雲
明
魏
が
製
作
に
関
与
し
た
寺
社
縁

起
の
内
容
に
ふ
れ
、
そ
れ
ら
の
成
立
を
め
ぐ
る
人
的
交
流
網
を
分
析
し
て
い
く
。

第
三
章　

寺
社
縁
起
に
み
る
広
域
交
流
網

︵
1
︶
紀
伊
能
仁
寺
と
湯
浅
党
・
修
験

　

こ
こ
で
、
臨
済
宗
法
燈
派
が
関
与
し
た
主
要
な
寺
社
縁
起
の
関
連
事
績
を
【
表

2
】
に
示
す
。

　

耕
雲
明
魏
が
詞
書
の
執
筆
を
手
掛
け
た
『
霊
巌
寺
縁
起
』
は
、
紀
伊
能
仁
寺
（
和

歌
山
県
広
川
町
、
廃
寺
）
の
山
腹
に
あ
っ
た
「
枳
岩
」「
息
の
岩
」
な
ど
の
岩
窟
を

舞
台
に
し
た
数
々
の
霊
験
を
年
記
付
き
で
詳
細
に
綴
っ
た
法
燈
派
の
寺
社
縁
起
で
あ

る
。
こ
の
霊
窟
が
能
仁
寺
奥
の
院
と
な
っ
て
霊
巌
寺
と
称
し
た
と
い
う
。
ま
ず
、
こ

の
能
仁
寺
岩
窟
が
中
世
に

0

0

0

実
在
し
た
か
検
証
し
て
お
く
。

　

能
仁
寺
や
霊
巌
寺
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
こ
の
時
代
の
詳
細
を
な
か
な
か
明
ら

か
に
知
り
え
な
い
。
た
だ
し
、
管
見
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
永
徳
三
年
（
一
三
八

三
）
春
、
紀
伊
能
仁
寺
よ
り
叔
衡
覚
権
が
上
洛
し
て
義
堂
周
信
を
訪
ね
た
出
来
）
₅₄
（

事
が

確
認
で
き
（
表
2
№
20
）、『
霊
巌
寺
縁
起
』
と
も
関
わ
っ
て
注
目
に
値
す
る
。
す
な

わ
ち
、
叔
衡
覚
権
の
作
詩
に
対
す
る
義
堂
周
信
の
添
削
に
は
、「
読
之
句
句
、
皆

鴈（
能
仁
寺
）蕩

山
水
窟
中
洗
出
之
氷
玉
也
。
為
留
巴

三
宿
芭

乃
告
覗

帰
巴

能
仁
馬

主
人
麟（
聖
徒
明
麟
）

聖
徒
与

覗

余
三
十
年
前
旧
友
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
鴈
蕩
の
山
水
窟
」
は
、『
霊
巌
寺
縁
起
』

で
も
祈
雨
が
描
か
れ
る
能
仁
寺
の
霊
窟
を
さ
す
ら
し
く
、
同
寺
か
ら
珠
玉
の
詩
作
を

携
え
て
や
っ
て
き
た
叔
衡
覚
権
に
贈
ら
れ
た
賛
語
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈

す
る
な
ら
ば
、
十
四
世
紀
末
期
の
紀
伊
能
仁
寺
僧
の
動
向
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
同

縁
起
の
舞
台
と
な
っ
た
能
仁
寺
の
岩
窟
の
存
在
を
も
暗
示
し
て
い
る
。『
霊
巌
寺
縁

峨
山
派
に
属
し
、
下
総
国
で
結
城
氏
ら
の
外
護
を
得
た
源
翁
心
昭
（
一
三
二
九
〜
一

四
〇
〇
）
に
ち
な
ん
だ
妖
怪
鎮
魂
説
話
は
、
能
《
殺
生
石
》
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
）
₄₉
（
る
。
す
な
わ
ち
、『
法
王
能
昭
禅
師
塔
銘
』
に
よ
る
と
、
源
翁
心

昭
は
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）、
白
衣
・
黒
衣
の
老
翁
に
化
身
し
た
熊
野
権
現
の
夢

告
に
導
か
れ
、
陸
奥
会
津
の
示
現
寺
（
福
島
県
喜
多
方
市
）
に
入
寺
し
た
。
そ
の
後
、

康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
に
那
須
野
に
怪
石
が
出
現
し
て
騒
ぎ
と
な
り
、
応
永
二
年

（
一
三
九
五
）
正
月
十
一
日
に
怪
石
に
潜
ん
だ
野
狐
の
精
霊
を
鎮
魂
し
た
と
い
う
。

　

曹
洞
宗
瑩
山
派
の
祖
と
さ
れ
た
瑩
山
紹
瑾
は
、
無
本
覚
心
に
参
禅
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
法
燈
派
と
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
実
際
、
そ
の
法
嗣
で
あ
る
孤
峰
覚

明
は
瑩
山
紹
瑾
に
参
禅
し
た
経
歴
が
あ
り
、
後
村
上
天
皇
に
禅
師
号
授
与
を
斡
旋
し
、

瑩
山
紹
瑾
の
法
嗣
と
な
っ
た
峨
山
韶
磧
も
ま
た
、
孤
峰
覚
明
と
交
信
し
て
い
）
₅₀
（
る
。
源

翁
心
昭
自
身
と
法
燈
派
の
直
接
的
関
係
は
辿
り
に
く
い
も
の
の
、
当
時
の
法
燈
派
は

出
羽
・
越
後
方
面
に
北
上
す
る
過
程
で
曹
洞
禅
峨
山
派
と
頻
り
に
合
流
し
た
。
南
朝

の
楠
木
正
儀
の
子
で
あ
る
傑
堂
能
勝
は
、
法
燈
派
の
拠
点
で
あ
る
和
泉
大
雄
寺
の
古

剣
智
訥
に
入
門
し
た
後
、
曹
洞
禅
峨
山
派
の
梅
山
聞
本
の
法
嗣
と
な
り
、
応
永
元
年

に
越
後
国
岩
船
郡
小
泉
荘
の
国
人
本
庄
氏
の
外
護
を
得
て
耕
雲
寺
（
新
潟
県
村
上

市
）
を
開
創
し
）
₅₁
（

た
。
こ
の
傑
堂
能
勝
の
法
嗣
で
あ
る
南
英
謙
宗
は
、
薩
摩
国
出
身
で
、

京
五
山
の
大
岳
周
崇
の
下
で
出
家
し
た
経
歴
を
も
ち
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）、

出
羽
国
田
川
郡
羽
黒
の
玉
泉
寺
（
山
形
県
鶴
岡
市
）
を
再
興
し
た
）
₅₂
（

が
、
こ
の
羽
黒
玉

泉
寺
は
、
無
準
師
範
や
道
元
に
参
禅
し
た
高
麗
僧
の
了
然
法
明
が
十
三
世
紀
中
葉
に

開
い
た
禅
刹
で
、
羽
黒
修
験
と
も
近
し
く
、
か
つ
て
孤
峰
覚
明
も
参
禅
し
た
由
緒
地

で
も
あ
）
₅₃
（

る
。
地
方
に
お
け
る
法
燈
派
と
峨
山
派
の
交
流
網
の
な
か
で
は
、
先
に
み
た

伊
勢
や
出
雲
の
よ
う
な
神
祇
化
度
説
話
が
類
型
化
さ
れ
て
語
ら
れ
て
き
た
。
殺
生
石

の
よ
う
な
妖
魔
成
仏
説
話
も
、
こ
の
類
型
の
延
長
線
上
で
理
解
さ
れ
る
が
、
と
く
に

妖
狐
鎮
魂
の
時
期
を
応
永
初
年
と
し
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

【
表
2】　

臨
済
宗
法
燈
派
関
係
年
表
（
稿
）
―
寺
社
縁
起
を
中
心
に
―

№
年
号

年
代

地
域

寺
社
名

事
項

出
典

1
弘
安

03
1280

紀
伊

興
国
寺

無
本
覚
心
門
弟
の
覚
勇
が
『
法
燈
国
師
縁
起
』
を
撰
述
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
奥
書
（
興
国
寺
蔵
）

2
嘉
元

02
1304

相
模

円
覚
寺

10
月

13
日
、
無
本
覚
心
七
年
忌
。
至
一
上
人
が
奔
走
、
鎌
倉
円
覚
寺
で
一
山
一
寧
が
拈
香
仏
事

を
執
行
、
斎
と
布
施
が
催
さ
れ
る
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
永
仁

5
年
条
（
興
国
寺
蔵
）

3
延
慶

03
1310

紀
伊

興
国
寺

無
本
覚
心
十
三
年
忌
。
南
禅
寺
規
庵
祖
円
が
興
国
寺
に
下
向
、
木
像
の
点
眼
供
養
。
至
一
の
働
き

で
興
国
寺
が
勅
願
寺
に
認
定
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
永
仁

5
年
条
（
興
国
寺
蔵
）、『

南
院
国
師
語
録
』

4
正
中

02
1325

紀
伊

大
雄
寺

10
月
、
高
山
慈
照
、
紀
伊
大
雄
寺
の
梵
鐘
銘
を
執
筆
。

大
雄
禅
寺
梵
鐘
銘
（
姫
路
・
英
賀
神
社
蔵
）

5
元
徳

02
1330

相
模

建
長
寺

円
覚
寺

無
本
覚
心
三
十
三
年
忌
。
至
一
の
働
き
。
鎌
倉
建
長
寺
の
明
極
楚
俊
が
陞
座
説
法
。
ほ
か
円
覚
寺

の
清
拙
正
澄
ら
鎌
倉
中
の
高
僧
が
大
法
会
を
挙
行
。
越
中
国
泰
寺
の
慈
雲
妙
意
は
紀
伊
に
下
向
。
『
法
燈
国
師
縁
起
』
永
仁

5
年
条
（
興
国
寺
蔵
）、『

明
極
和
尚
語
録
』
巻

3
普
説
類
、『
聖
光
国
師

行
録
』
元
徳

2
年
条

6
暦
応

02
1339

摂
津

水
無
瀬
殿

後
鳥
羽
院
御
霊
が
水
無
瀬
の
女
に
憑
依
、
北
条
高
時
や
後
醍
醐
天
皇
の
命
運
に
ふ
れ
、
禅
寺
建
立

を
告
げ
る
託
宣
を
下
す
。

『
後
鳥
羽
院
御
霊
託
記
』（『

水
無
瀬
神
宮
文
書
』

5・
26・

38
号
）

7
康
永

02
1343

出
雲

（
伯
耆
）

杵
築
社

法
華
尼
寺

3
月

15
日
、
孤
峰
覚
明
、
杵
築
明
神
の
夢
告
に
よ
り
九
条
袈
裟
と
二
十
五
条
袈
裟
を
出
雲
国
造

清
孝
に
寄
進
。
伯
耆
法
華
尼
寺
の
尼
が
二
十
五
条
袈
裟
を
縫
製
。

九
条
袈
裟
・
二
十
五
条
袈
裟
（
島
根
・
北
島
家
蔵
）

8
貞
治

03
1347

紀
伊

大
慈
寺

紀
伊
大
慈
寺
よ
り
カ
タ
エ
文
殊
に
参
詣
、
路
傍
古
堂
の
主
に
無
本
覚
心
の
夢
告
を
感
得
。

『
正
眼
智
鑑
禅
師
年
譜
』

9
正
平

08
1353

摂
津

大
興
寺

5
月
、
後
村
上
天
皇
、
孤
峰
覚
明
に
大
興
禅
寺
（
水
無
瀬
御
影
堂
）
造
営
料
を
寄
進
。

『
雲
樹
寺
文
書
』

10
正
平

10
1355

紀
伊

能
仁
寺

役
行
者
の
門
弟
縁
覚
が
紀
伊
能
仁
寺
の
孤
峰
覚
明
に
参
禅
す
る
と
弟
子
が
夢
想
。

『
霊
巌
寺
縁
起
』

11
延
文

01
1 356

河
内

金
剛
寺

11
月

6
日
、
和
泉
大
雄
寺
の
孤
峰
覚
明
、
河
内
金
剛
寺
に
赴
き
光
厳
法
皇
に
受
衣
の
儀
を
執
行
。
『
園
太
暦
』

1356/11/17
条

12
康
安

01
1361

和
泉

山
城

大
雄
寺

高
山
寺

和
泉
国
で
孤
峰
覚
明
が
円
寂
し
た
と
の
報
が
、
栂
尾
高
山
寺
の
証
実
上
人
慈
英
か
ら
上
醍
醐
賢
西

に
伝
わ
る
。

『
真
友
抄
』
巻

7：
1361/06/27

聞
書

13
康
安

02
1362

紀
伊

―
紀
州
阿
手
河
入
道
と
孤
峰
覚
明
の
会
話
や
、
孤
峰
覚
明
の
「
南
方
ノ
御
祈
禱
」
に
つ
き
、
栂
尾
証

実
上
人
慈
英
が
上
醍
醐
賢
西
に
語
る
。

『
真
友
抄
』
巻

7：
1362/03/11

聞
書

14
応
安

02
1369

伊
勢

千
光
院

曹
洞
禅
の
無
著
妙
融
、
外
宮
祠
官
度
会
員
行
か
ら
混
沌
未
分
時
に
つ
き
問
わ
れ
応
答
、
菩
薩
戒
を

授
与
。

『
豊
後
州
国
崎
郡
妙
徳
山
泉
福
禅
寺
開
山
無
著
勅
諡
真
空
禅
師
行
道
記
』

15
応
安

05
1372

大
和

三
輪
山

曹
洞
禅
の
無
著
妙
融
、
三
輪
山
で
顕
密
八
宗
の
講
師
を
説
服
。
居
合
わ
せ
た
了
堂
真
覚
と
邂
逅
、

と
も
に
過
去
に
孤
峰
覚
明
に
参
学
。

『
豊
後
州
国
崎
郡
妙
徳
山
泉
福
禅
寺
開
山
無
著
勅
諡
真
空
禅
師
行
道
記
』

16
永
和

01
1375

陸
奥

示
現
寺

曹
洞
禅
の
源
翁
心
昭
、
熊
野
権
現
の
夢
告
に
よ
り
会
津
示
現
寺
に
入
寺
。

『
法
王
能
昭
禅
師
塔
銘
』

17
永
和

04
1378

山
城

伏
見
殿

崇
光
院
、
由
良
和
尚
（
孤
峰
覚
明
）
聖
忌
に
僧

5・
6
人
を
招
請
、
斎
食
点
心
。

『
不
知
記
（
崇
光
天
皇
日
記
）』

1378/05/24
条

18
永
徳

02
1382

伊
勢

伊
勢
神
宮

閏
正
月

10
日
、
別
峰
大
珠
、
伊
勢
に
参
宮
。
数
月
後
、
度
会
貞
昌
の
見
た
瑞
夢
に
よ
り
、
無
本

覚
心
奉
納
の
袈
裟
を
拝
領
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
建
長

6
年
条
（
興
国
寺
蔵
）、
永
徳

2
年

12
月

28
日
付
『
天
照
大
神
相
伝
袈

裟
記
』（『

東
福
寺
文
書
』

386
号
）

19
永
徳

02
1382

紀
伊

興
国
寺

興
国
寺
の
自
南
聖
薫
、『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
を
編
纂
す
る
。

『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』

20
永
徳

03
1383

紀
伊

能
仁
寺

春
、
能
仁
寺
よ
り
叔
衡
覚
権
が
義
堂
周
信
を
訪
ね
上
洛
。
詩
の
添
削
を
求
め
る
。

『
空
華
集
』
巻

10

21
至
徳

01
1384

紀
伊

野
上
八
幡

11
月
、
陸
奥
の
旅
僧
呑
空
が
紀
伊
国
名
草
群
野
上
荘
内
で
勧
進
し
、
野
上
八
幡
宮
で
『
御
託
宣

記
』
染
筆
。

『
御
託
宣
記
』
巻
上
中
下
奥
書
（
野
上
八
幡
宮
蔵
）。

22
嘉
慶

01
1387

紀
伊

能
仁
寺

天
下
炎
旱
の
た
め
、
性
寿
上
人
が
岩
窟
「
息
の
岩
」
に
仏
舎
利
を
奉
納
し
祈
雨
。
明
徳
元
年
に
も

天
下
炎
旱
の
た
め
祈
雨
を
捧
げ
る
も
験
な
く
、
奉
納
し
た
舎
利
容
器
を
開
く
と
仏
舎
利
が
不
在
。
『
霊
巌
寺
縁
起
』

23
嘉
慶

03
1389

紀
伊

野
上
八
幡

3
月

9
日
、
別
峰
大
珠
が
『
御
託
宣
記
』
巻
下
奥
書
に
署
判
。

『
御
託
宣
記
』
巻
下
奥
書
（
野
上
八
幡
宮
蔵
）

24
明
徳

03
1392

紀
伊

能
仁
寺

能
仁
寺
の
聖
徒
明
麟
が
息
の
岩
に
参
詣
、
民
衆
と
共
に
二
十
八
部
衆
を
造
像
。
息
の
岩
を
能
仁
寺

奥
の
院
に
設
定
。

『
霊
巌
寺
縁
起
』

25
明
徳

03
1392

紀
伊

興
国
寺

2
月
、
紀
伊
守
護
職
を
失
っ
た
山
名
義
理
が
由
良
興
国
寺
に
逃
走
、
五
臺
山
将
来
の
無
本
覚
心
藕

糸
袈
裟
を
前
に
し
て
得
度
、「
由
良
ノ
旧
記
（
法
燈
国
師
縁
起
カ
）」
を
拝
見
後
、
伊
勢
へ
出
奔
。
『
明
徳
記
』
下

26
明
徳

04
1393

和
泉

大
雄
寺

孤
峰
覚
明
三
十
三
年
忌
。
和
泉
大
雄
寺
の
聖
貞
・
同
寺
三
光
院
の
義
山
明
恩
が
執
行
。

『
妙
光
雑
記
』（
建
仁
寺
大
中
院
蔵
）

27
明
徳
期

～
1393

紀
伊

興
国
寺

耕
雲
明
魏
、
由
良
興
国
寺
よ
り
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
著
述
を
依
頼
さ
れ
る
。「
衣
奈
御
園
に
檀
家

の
因
縁
」
に
よ
る
も
の
。

『
衣
奈
八
幡
縁
起
』（
興
国
寺
蔵
）



39

耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

28
明
徳
末

1393
山
城

蔵
光
庵

月
渓
源
心
、
渡
唐
天
神
像
を
夢
想
し
、
伏
見
蔵
光
庵
の
休
翁
普
観
に
語
る
。

『
梅
城
録
』『
両
聖
記
』

29
応
永

01
1394

山
城

蔵
光
庵

忠
庵
昌
佐
が
夢
と
同
じ
渡
唐
天
神
像
を
伏
見
蔵
光
庵
に
将
来
。

『
梅
城
録
』『
両
聖
記
』『
碧
山
日
録
』

1459/02/22
条

30
応
永

01
1394

越
後

耕
雲
寺

曹
洞
禅
の
傑
堂
能
勝
が
越
後
耕
雲
寺
を
創
建
。

『
耕
雲
種
月
開
基
年
代
并
傑
堂
和
尚
行
状
及
謙
宗
年
譜
私
録
』

31
応
永

01
1394

紀
伊

（
出
羽
）

能
仁
寺

（
普
光
寺
）

11
月
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
成
立
。
本
文
と
奥
書
に
登
場
す
る
性
寿
上
人
は
出
羽
普
光
寺
に
い
た
臨

済
宗
大
覚
派
の
閑
雲
希
孚
の
門
弟
。

『
霊
巌
寺
縁
起
』

32
応
永

02
1395

下
野

―
正
月

11
日
、
源
翁
心
昭
、
那
須
の
野
狐
精
霊
を
鎮
魂
。

『
法
王
能
昭
禅
師
塔
銘
』

33
応
永

02
1395

山
城

慈
眼
堂

正
月
、
耕
雲
明
魏
、
藤
原
定
家
所
縁
『
中
院
観
音
縁
起
』
を
拝
観
。

『
慈
眼
堂
文
書
』

34
応
永

02
1395

山
城

如
住
院

7
月

2
日
、
花
山
院
通
定
、
剃
髪
を
挙
行
。
ま
も
な
く
東
山
如
住
院
が
創
建
、
以
後
、
耕
雲
明
魏

も
居
住
か
。

『
荒
暦
』

1395/07/02
条

35
応
永

02
1395

山
城

―
6
月
上
旬
、『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
成
立
。

『
聖
廟
法
楽
和
歌
』（
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
）

36
応
永

02
1395

甲
斐

月
江
寺

絶
学
祖
能
、
富
士
吉
田
に
月
江
寺
を
再
興
。

37
応
永

04
1397

紀
伊

山
城

興
国
寺

妙
光
寺

無
本
覚
心
百
年
忌
。
興
国
寺
で
は
空
谷
明
応
に
説
法
を
依
頼
。
妙
光
寺
住
持
の
聖
徒
明
麟
も
絶
海

中
津
に
遠
忌
説
法
を
依
頼
。

『
常
光
国
師
語
録
』
上
、『
絶
海
和
尚
語
録
』

2

38
応
永

07
1400

紀
伊

興
国
寺

秋
、
聖
徒
明
麟
が
妙
光
寺
よ
り
興
国
寺
に
着
任
。
明
用
ま
た
耕
雲
明
魏
に
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
染

筆
を
懇
請
。

『
衣
奈
八
幡
縁
起
』

39
応
永

08
1401

山
城

紀
伊

―
興
国
寺

7
月

27
日
、
耕
雲
明
魏
、
瑞
夢
に
よ
り
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
起
筆
・
草
稿
。
聖
徒
明
麟
が
画
工

に
手
配
。

『
衣
奈
八
幡
縁
起
』

40
応
永

09
1402

紀
伊

興
国
寺

『
法
燈
国
師
縁
起
』
興
国
寺
本
を
再
興
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
奥
書
（
興
国
寺
蔵
）

41
応
永

09
1402

紀
伊

興
国
寺

『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
成
立
。

"
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』

42
応
永

15
1408

山
城

―
『
耕
雲
口
伝
』
成
立
。

『
耕
雲
口
伝
』

43
応
永

18
1411

山
城

―
『
耕
雲
聞
書
』
成
立
。
大
内
盛
見
に
授
与
。

『
耕
雲
聞
書
』

44
応
永

21
1414

山
城

―
『
耕
雲
百
首
』
詠
歌
。
大
内
持
世
に
授
与
（
穂
久
邇
文
庫
本
）。

『
耕
雲
百
首
』

45
応
永

22
1415

山
城

―
『
耕
雲
千
首
』
成
立
。
大
内
盛
見
に
授
与
。

『
耕
雲
千
首
』

46
応
永

23
1416

山
城

―
『
源
氏
最
秘
抄
』
成
立
。

『
源
氏
最
秘
抄
』

47
応
永

25
1418

豊
前

宇
佐
八
幡

正
月

16
日
、
耕
雲
明
魏
、『
宇
佐
宮
縁
起
』
奉
納
和
歌
。

『
宇
佐
宮
現
記
』

1、『
八
幡
宇
佐
宮
応
永
御
造
営
記
』

48
応
永

25
1418

豊
前

宇
佐
八
幡

3
月
、
耕
雲
明
魏
、
再
興
中
の
豊
前
宇
佐
宮
に
和
歌
を
奉
納
。

『
到
津
文
書
』

8、『
八
幡
宇
佐
宮
応
永
御
造
営
記
』

49
応
永

26
1419

山
城

―
春
、『
耕
雲
紀
行
』
成
立
。
応
永

25
年

9
月
の
義
持
伊
勢
参
宮
。

『
耕
雲
紀
行
』

50
応
永

27
1420

出
雲

日
御
碕
社

8
月
、
耕
雲
明
魏
、
出
雲
日
御
碕
神
社
の
勧
進
状
を
作
成
。

『
日
御
崎
社
造
営
勧
進
状
』

51
応
永

29
1422

山
城

―
5
月
、
耕
雲
明
魏
、
渡
唐
天
神
像
に
和
歌
賛
を
染
筆
。

渡
唐
天
神
像
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
・
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
）

52
応
永

31
1424

紀
伊

興
国
寺

耕
雲
明
魏
、『
法
燈
国
師
縁
起
』
興
国
寺
本
を
改
訂
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
奥
書
（
興
国
寺
蔵
）

53
応
永

33
1426

紀
伊

粉
河
寺

耕
雲
明
魏
、
足
利
義
持
の
命
で
、
粉
河
観
音
戸
帳
を
新
調
し
た
願
趣
を
代
筆
。

『
満
済
准
后
日
記
』

1426/04/03
条

54
永
享

08
1436

山
城

相
国
寺

相
国
寺
に
奈
良
灯
籠
が
献
上
さ
れ
る
。
無
本
覚
心
説
話
を
彫
刻
か
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

1436/07/16
条
、『
法
燈
行
状
』（
妙
光
寺
蔵
）

55
永
享

11
1439

紀
伊

興
国
寺

足
利
義
教
、
大
蔵
経

4000
巻
を
興
国
寺
に
寄
進
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

1439/10/10、
10/13

条

56
宝
徳

01
1449

山
城

（
安
芸
）

―
由
良
門
徒
が
瑞
渓
周
鳳
に
無
本
覚
心
像
着
賛
を
依
頼
。
無
本
覚
心
と
白
雲
慧
暁
が
安
芸
（
応
海
寺

カ
）
を
行
脚
し
た
説
あ
り
。

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』

1449/07/26
条

57
享
徳

02
1453

出
羽

玉
泉
寺

越
後
耕
雲
寺
の
南
英
謙
宗
、
出
羽
玉
泉
寺
を
再
興
。

『
玉
漱
軒
記
』（『

耕
雲
種
月
開
基
年
代
并
傑
堂
和
尚
行
状
及
謙
宗
年
譜
私
録
』）

58
長
禄

02
1458

和
泉

大
雄
寺

孤
峰
覚
明
百
年
忌
。
瑞
巌
龍
惺
が
法
語
を
作
成
。
開
山
塔
荒
廃
。

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』

1458/02/29
条

59
寛
正

04
1463

山
城

金
蓮
寺

時
衆
四
条
道
場
の
浄
阿
真
観
が
無
本
覚
心
に
参
禅
し
た
と
の
説
。

『
浄
阿
上
人
伝
』（
甘
露
寺
親
長
詞
書
、
後
花
園
天
皇
花
押
）

60
文
明

19
1487

山
城

成
就
心
院

東
山
成
就
心
院
に
安
置
さ
れ
た
源
頼
朝
木
像
に
懸
け
る
直
垂
が
、
応
仁
の
乱
以
降
、
足
軽
の
略
奪

に
悩
ま
さ
れ
、
墨
染
紙
衣
で
代
替
。

『
蔭
凉
軒
日
録
』

1487/08/12
条

61
明
応

06
1497

紀
伊

興
国
寺

無
本
覚
心
二
百
年
忌
。

7
月

28
日
、
興
国
寺
大
衆
の
依
頼
に
よ
り
建
仁
寺
の
正
宗
龍
統
が
興
国

寺
で
陞
座
説
法
。

『
禿
尾
鉄

苕
帚
』

62
永
正

14
1517

紀
伊

興
国
寺

徳
馨
有
鄰
、『
法
燈
国
師
縁
起
』
興
国
寺
本
を
和
語
か
ら
漢
語
に
修
正
、
規
庵
祖
円
・
空
谷
明

応
・
絶
海
中
津
・
正
宗
龍
統
・
西

礀
子
曇
の
諸
伝
を
元
に
加
筆
。

『
法
燈
国
師
縁
起
』
奥
書
（
興
国
寺
蔵
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

留
し
、
星
尾
神
光
寺
の
明
恵
旧
跡
を
訪
れ
、
さ
ら
に
湯
浅
館
（
有
田
郡
保
田
荘
か
）

宿
泊
後
、
保
田
武
衛
の
船
で
送
迎
さ
れ
て
い
）
₅₈
（
る
。
湯
浅
党
は
往
来
の
道
俗
を
応
接
す

る
過
程
で
興
国
寺
と
の
接
触
も
増
え
、
そ
の
流
れ
で
南
朝
配
下
の
能
仁
寺
の
作
事
に

協
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
点
で
栂
尾
高
山
寺
の
明
恵
門
流
が
、
法
燈
派
の
孤
峰
覚
明
の
動
向
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
節
が
あ
る
点
は
寓
目
さ
れ
る
。
栂
尾
に
隠
棲
し
た
華
厳
の
学
僧
で
あ
る

証
実
上
人
慈
英
が
、
上
醍
醐
の
真
言
僧
賢
西
と
の
間
で
交
わ
し
た
対
談
の
内
容
が

『
真
友
抄
』『
梅
林
折
花
集
』
と
い
う
一
具
の
聖
）
₅₉
（
教
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
真

友
抄
』
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も
康
安
元
年
六
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
、
和
泉
国
で

孤
峰
覚
明
が
円
寂
し
た
と
の
訃
報
が
栂
尾
に
届
い
て
い
る
（
表
2
№
12
）。
孤
峰
覚

明
の
死
没
記
事
は
、
同
時
代
史
料
で
は
耕
雲
明
魏
の
父
で
あ
る
花
山
院
家
賢
の
三
光

国
師
追
悼
歌
（『
新
葉
和
歌
集
』
巻
一
〇
釈
教
歌
６２６
））

₆₀
（

や
、
笑
隠
大
訢
（
臨
済
宗
大

慧
派
）
の
法
嗣
で
あ
る
元
朝
の
用
章
廷
俊
が
撰
し
た
『
三
光
国
師
行
実
并
碑
銘
』

（
能
仁
寺
）
₆₁
（
蔵
）
な
ど
が
あ
る
が
、
彼
が
和
泉
大
雄
寺
で
示
寂
し
た
と
報
ず
る
『
真
友

抄
』
は
、
慈
英
の
得
た
伝
聞
情
報
な
が
ら
も
同
時
代
史
料
と
し
て
価
値
が
高
い
。

　

翌
二
年
三
月
十
一
日
の
栂
尾
で
の
談
話
で
は
、
孤
峰
覚
明
が
、
阿
弥
陀
像
の
手
を

新
寺
の
仏
像
に
改
作
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
気
を
揉
む
紀
州
の
阿（

阿
氐
河
）手河

入
道
に
対
し
、

「
苦
シ
カ
ラ
ズ
」
と
声
を
か
け
た
と
の
逸
話
も
語
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
彼
が
「
南
方

ノ
御
祈
禱
」、
つ
ま
り
南
朝
祇
候
僧
侶
で
あ
る
こ
と
も
認
識
さ
れ
て
い
る
（
表
2
№

13
）。
阿
手
河
入
道
の
造
像
は
、
湯
浅
の
土
民
が
千
手
観
音
を
造
像
し
た
と
す
る

『
霊
巌
寺
縁
起
』
の
話
題
と
も
共
通
し
、
紀
伊
の
仏
像
文
化
を
想
わ
せ
る
が
、
い
う

ま
で
も
な
く
紀
伊
国
阿
氐
河
荘
は
湯
浅
党
の
勢
力
圏
に
あ
り
、
彼
の
入
道
も
湯
浅
荘

関
係
者
で
あ
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
ま
い
。
ま
た
、
康
安
元
年
の
南
海
大
地
震
の
際
、

栂
尾
の
慈
英
は
、
四
天
王
寺
の
被
害
状
況
を
紀
伊
か
ら
上
洛
し
た
人
夫
か
ら
伝
聞
し

て
お
り
（『
真
友
抄
』
巻
六
）、
慈
英
が
紀
伊
の
情
報
を
得
ら
れ
る
立
場
に
い
た
こ
と

起
』
で
は
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
と
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
に
「
息
の
岩
」
で

祈
雨
の
仏
舎
利
奉
納
し
た
こ
と
が
叙
述
さ
れ
る
が
（
表
2
№
22
）、
右
の
叔
衡
覚
権

に
関
す
る
情
報
は
、
そ
の
四
年
前
の
史
実
と
し
て
、
能
仁
寺
の
霊
窟
の
実
在
性
を
証

し
う
る
稀
少
な
一
次
史
料
と
い
え
る
。

　

な
お
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
で
は
能
仁
寺
住
持
と
さ
れ
る
聖
徒
明
麟
が
、
い
つ
入
寺

し
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
三
十
年
来
の
旧
友
で
あ
る
義
堂
周
信
か
ら
、

能
仁
寺
に
帰
る
叔
衡
覚
権
の
主
人
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
で
は
、
明

徳
三
年
（
一
三
九
二
）
に
能
仁
寺
住
持
と
し
て
地
元
民
衆
と
と
も
に
二
十
八
部
衆
を

造
像
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
表
2
№
24
）、
聖
徒
明
麟
は
永
徳
三
年
に
は

能
仁
寺
住
持
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
な
）
₅₅
（
る
。

　

つ
ぎ
に
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
本
文
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
紀
伊
国
在
田
郡
湯
浅
荘

の
関
係
者
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
性
寿
上
人
が
開
発
す
る
よ
り
も
前

に
枳
岩
に
庵
を
結
ん
だ
湯
浅
荘
白
方
の
僧
円
勝
（
第
一
二
紙
）、
息
の
岩
や
枳
岩
の

観
音
を
夢
に
み
て
千
手
観
音
造
像
を
進
め
る
湯
浅
里
の
土
民
九
郎
四
郎
や
湯
浅
惣
官

（
第
二
三
紙
）
ら
の
逸
話
も
載
せ
て
お
り
、
没
落
以
前
の
湯
浅
氏
関
係
者
と
能
仁
寺

の
縁
を
記
録
す
る
こ
と
に
余
念
が
な
い
。

　

そ
も
そ
も
紀
伊
能
仁
寺
は
、
正
平
六
年
（
一
三
五
一
）
に
後
村
上
天
皇
の
勅
願
に

よ
り
、
孤
峰
覚
明
の
弟
子
で
あ
る
湯
浅
宗
永
が
作
事
奉
行
と
し
て
創
建
さ
れ
）
₅₆
（

た
。
こ

の
た
め
、
能
仁
寺
住
持
を
務
め
た
聖
徒
明
麟
は
、
信
中
以
篤
（
一
三
七
七
〜
一
四
五

一
）
か
ら
「
曽
為
巴

南
朝
帝
師
蚤

」
と
い
わ
れ
）
₅₇
（
た
。

　

ま
た
、
湯
浅
氏
と
い
え
ば
一
族
か
ら
明
恵
を
輩
出
し
た
た
め
栂
尾
高
山
寺
と
の
関

係
が
想
起
さ
れ
や
す
い
が
、
こ
の
当
時
は
臨
済
宗
法
燈
派
な
ど
紀
伊
の
禅
院
に
も
接

近
し
て
い
た
。
湯
浅
氏
一
族
ら
紀
伊
の
武
士
団
は
熊
野
参
詣
者
を
支
援
し
た
様
子
で

あ
り
、
本
稿
で
は
詳
細
を
省
く
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
興
国
寺
か
ら
熊
野
三
山
に

向
か
う
嵩
山
居
中
（
臨
済
宗
大
通
派
、
西
㵎
子
曇
の
法
嗣
）
は
貴
志
金
吾
の
城
に
逗
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耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

が
隠
れ
て
い
る
。

︵
2
︶
出
羽
・
陸
奥
の
臨
済
宗
大
覚
派
と
﹃
霊
巌
寺
縁
起
﹄

　
『
霊
巌
寺
縁
起
』
応
永
元
年
別
筆
奥
書
に
は
、「
仏
覚　

閑
雲
孚
和
尚
」
な
る
名
が

連
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
の
素
性
は
不
詳
で
は
あ
る
が
、
正
平
十
一
年
（
一
三

五
六
）
六
月
二
十
四
日
、
南
朝
方
勢
力
の
小
田
島
長
義
が
大
檀
那
と
し
て
出
羽
国
村

山
郡
東
根
普
光
寺
（
後
の
龍
興
寺
、
山
形
県
東
根
市
）
に
寄
進
し
た
梵
）
₆₆
（
鐘
に
、
同
寺

住
持
の
閑
雲
希
孚
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

羽
州
中
央
、
小
田
島
庄
。
東
根
境
致
、
白
津
之
郷
。
山
号
仏
日
、
寺
号
普
光
。

鋳
鐘
六
月
、
林
鍾
時
当
。
借
炉
炎
熱
、
通
冶
風
凉
。
一
楼
鯨
骨
、
万
斛
銅
湯
。

大
解
脱
器
、
吸
空
肛
腸
。
円
満
覚
口
、
吐
寺
外
方
。
天
暁
告
報
、
地
久
天
長
。

日
暮
扣
発
、
檀
信
吉
祥
。

正
平
十
一
年
丙申
六
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
持
比
丘
閑
雲
叟
希孚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
檀
那
前
備
前
守
從
五
位
上
平
朝
臣
長
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
主
比
丘
紹
欽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
左
衛
門
大
夫
景
弘

　

本
梵
鐘
の
願
主
は
比
丘
紹
欽
で
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
に
東
根
城
の
初
代
城

主
と
な
っ
て
い
た
小
田
島
長
義
が
大
檀
那
と
し
て
奉
納
し
た
。
同
じ
年
に
長
義
は
、

同
寺
鎮
守
社
の
若
宮
八
幡
宮
に
も
鰐
口
を
捧
）
₆₇
（

げ
、
い
ず
れ
に
も
南
朝
年
号
の
正
平
十

一
年
を
刻
印
し
て
い
る
。
出
羽
普
光
寺
梵
鐘
に
面
影
を
残
す
こ
の
住
持
が
、『
霊
巌

寺
縁
起
』
の
「
閑
雲
孚
和
尚
」
と
同
一
人
物
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

ま
た
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
別
筆
奥
書
に
は
、
閑
雲
孚
和
尚
の
名
の
前
後
に
「
仏
覚
」

「
性
寿
上
人
閑
雲
之
小
師
」
の
名
も
連
な
る
。
ま
ず
「
仏
覚
」
に
該
当
す
る
人
物
と

し
て
は
、
仏
覚
禅
師
こ
と
玉
山
徳
璇
（
一
二
五
五
〜
一
三
三
四
）
が
浮
上
す
る
。
彼

を
証
明
し
て
い
る
。
京
都
か
ら
栂
尾
に
至
る
現
在
の
周
山
街
道
を
み
る
と
、
南
か
ら

仁
和
寺
辺
↓
妙
光
寺
↓
無
本
覚
心
に
問
法
し
た
平
岡
八
幡
（『
法
燈
国
師
行
実
』）
↓

神
護
寺
↓
高
山
寺
と
い
う
道
筋
で
、
栂
尾
の
出
入
口
に
法
燈
派
の
妙
光
寺
が
構
え
て

お
り
、
栂
尾
と
法
燈
派
の
動
線
は
か
ぎ
り
な
く
近
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
恵
旧
跡
の
あ
る
紀
伊
湯
浅
と
京
都
栂
尾
を
結
ぶ
、
鎌
倉
期
以
来

の
高
山
寺
の
教
線
と
、
同
じ
く
由
良
興
国
寺
―
和
泉
大
雄
寺
―
洛
北
妙
光
寺
を
つ
な

ぐ
法
燈
派
の
教
線
と
が
重
な
り
、
十
四
世
紀
に
は
南
朝
の
下
で
湯
浅
党
・
明
恵
門

流
・
興
国
寺
の
三
つ
巴
の
関
係
が
交
錯
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
に
は
、
正
平
十
年
（
一
三
五
五
）、
孤
峰
覚
明
の
門
弟

で
大
和
国
吉
野
郡
河
上
在
住
の
明
超
の
夢
に
、
縁
覚
と
い
う
役
行
者
の
門
弟
が
現
わ

れ
、
能
仁
寺
の
孤
峰
覚
明
へ
の
入
門
を
勧
め
る
と
、
高
野
山
上
を
飛
行
し
て
能
仁
寺

に
参
禅
し
、
近
隣
の
枳
岩
に
住
ん
だ
と
の
由
緒
が
載
っ
て
い
る
。
応
永
期
、
や
は
り

耕
雲
明
魏
の
手
で
流
布
す
る
渡
唐
天
神
説
話
の
趣
き
に
通
じ
る
が
、
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
孤
峰
覚
明
の
詩
文
集
『
徹
心
録
』
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
）
₆₂
（

り
、

康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
門
弟
南
洲
聖
珍
が
撰
し
た
『
孤
峰
和
尚
行
）
₆₃
（
実
』
に
は
、
前

述
し
た
杵
築
明
神
へ
の
袈
裟
奉
納
説
話
は
載
せ
る
が
、
修
験
化
度
説
話
の
よ
う
な
伝

承
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
紀
伊
を
根
拠
に
泉
南
か
ら
紀
伊
半
島
に
展
開
し
た

法
燈
派
は
山
伏
・
熊
野
比
丘
尼
の
党
類
と
活
動
圏
を
等
し
く
し
て
い
）
₆₄
（

る
。
加
え
て
、

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
九
条
政
基
が
写
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
七
宝
瀧
寺
縁

起
』
に
は
、
嘉
慶
年
間
（
一
三
八
七
〜
八
九
）
に
山
名
氏
清
の
帰
依
を
受
け
た
大
歇

勇
健
が
同
寺
を
修
築
し
た
と
あ
）
₆₅
（

る
。
嘉
慶
年
間
と
の
伝
は
大
歇
勇
健
の
没
し
た
永
徳

三
年
と
は
矛
盾
す
る
も
の
の
、
法
燈
派
と
葛
城
修
験
の
所
縁
寺
院
と
の
関
わ
り
合
い

が
仄
見
え
る
。
ま
た
、
傑
堂
能
勝
の
法
嗣
で
あ
る
南
英
謙
宗
に
よ
っ
て
享
徳
二
年
に

再
興
さ
れ
た
出
羽
玉
泉
寺
は
、
羽
黒
修
験
と
ゆ
か
り
深
い
禅
刹
で
あ
る
こ
と
は
前
述

し
た
。
こ
の
出
羽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
奥
書
に
別
の
接
点
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二
〇
二
三
年

峰
覚
明
に
よ
る
一
方
、
右
の
筆
致
か
ら
す
る
と
、
霊
窟
の
開
発
は
大
覚
派
の
性
寿
上

人
の
働
き
で
あ
っ
た
。
大
覚
派
と
法
燈
派
に
接
点
が
多
い
こ
と
は
、
無
本
覚
心
三
十

三
年
忌
の
際
に
建
長
寺
で
陞
座
説
法
が
催
さ
れ
た
こ
と
（
表
2
№
5
）、
さ
ら
に
出

雲
雲
樹
寺
の
孤
峰
覚
明
に
参
禅
す
る
前
の
抜
隊
得
勝
が
、
隠
遁
の
道
人
を
求
め
て
玉

山
徳
璇
の
開
い
た
陸
奥
大
禅
寺
に
逗
留
し
た
こ
）
₆₉
（
と
か
ら
も
諒
解
し
や
す
い
。
し
か
も

性
寿
上
人
の
師
の
閑
雲
希
孚
は
出
羽
普
光
寺
で
南
朝
勢
力
の
外
護
を
得
た
時
期
が
あ

り
、
そ
こ
に
南
朝
の
顧
問
だ
っ
た
孤
峰
覚
明
や
聖
徒
明
麟
と
通
じ
る
素
地
は
あ
っ
た

ろ
う
。『
霊
巌
寺
縁
起
』
の
完
成
は
南
北
両
朝
合
一
後
で
あ
り
、
法
燈
派
も
南
朝
と

の
関
係
を
清
算
し
て
い
く
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
が
、
当
初
は
南
朝
勢
の
息
の

か
か
っ
た
大
覚
派
の
性
寿
上
人
と
法
燈
派
の
連
携
で
能
仁
寺
の
岩
窟
が
霊
場
化
さ
れ

た
と
い
う
の
が
実
情
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
霊
巌
寺
縁
起
』
の
な
か
で
性
寿
上
人
は
、
法
燈
派
の
聖
徒
明
麟
が
能
仁
寺
に
赴

任
し
て
霊
巌
寺
の
寺
号
を
与
え
る
以
前
に
、
枳
岩
の
主
で
あ
る
役
行
者
の
門
弟
縁
覚

を
慰
藉
す
る
た
め
峯
の
道
の
開
発
や
観
音
像
造
像
に
勤
し
ん
で
い
る
。
こ
の
説
話
上

で
性
寿
上
人
が
葛
城
修
験
と
接
触
し
た
一
因
を
、
応
永
前
後
の
出
羽
に
お
け
る
臨
済

宗
大
覚
派
・
法
燈
派
・
曹
洞
宗
峨
山
派
・
羽
黒
修
験
が
絡
み
あ
っ
て
い
た
状
況
に
求

め
た
い
。
地
勢
的
に
も
出
羽
東
根
普
光
寺
・
羽
黒
玉
泉
寺
・
越
後
耕
雲
寺
は
、
羽
越

国
境
を
ま
た
ぐ
朝
日
連
峰
を
囲
繞
す
る
三
角
形
を
形
作
り
、
そ
の
中
心
に
は
出
羽
三

山
が
鎮
座
し
た
。
そ
の
勢
力
が
、
遁
世
の
一
大
磁
場
で
、
南
朝
勢
力
と
も
近
接
す
る

葛
城
・
熊
野
一
帯
に
誘
引
さ
れ
、
湯
浅
党
所
縁
の
能
仁
寺
霊
窟
に
到
達
し
た
。
陸
奥

の
旅
僧
が
野
上
八
幡
託
宣
を
記
し
た
の
も
似
た
構
図
と
い
え
る
（
表
2
№
21
）。『
霊

巌
寺
縁
起
』
の
な
か
で
葛
城
修
験
を
教
導
し
た
の
が
、
臨
済
宗
法
燈
派
だ
け
で
な
く

臨
済
宗
大
覚
派
の
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
右
の
よ
う
な
背
景
が
潜
ん
で
い
た
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

は
蘭
渓
道
隆
の
門
弟
す
な
わ
ち
臨
済
宗
大
覚
派
の
禅
僧
で
あ
り
、
陸
奥
国
田
村
郡
大

禅
寺
（
福
島
県
田
村
郡
）
の
開
山
、
鎌
倉
建
長
寺
十
一
世
を
歴
任
し
た
。

　

こ
れ
に
続
く
「
性
寿
上
人
」
に
つ
い
て
、『
霊
巌
寺
縁
起
』
本
文
で
は
、「
大
覚
禅

0

0

0

師
の
遠
孫

0

0

0

0

に
て
名
を
は
性
寿
と
云
。
人
民
の
愁
鬱
を
み
て
慈
愍
の
心
を
う
こ
か
し
て
、

七
月
廿
日
枳
岩
に
の
ほ
り
、
随
身
し
た
り
け
る
舎
利
を
此
岩
窟
ニ
奉
納
し
て
、
雨
を

祈
り
け
る
に
、
三
尺
は
か
り
な
る
小
蛇
出
来
と
み
れ
は
、
時
を
う
つ
さ
す
甘
澍
く
た

り
け
り
」（
第
一
二
紙
）
と
記
さ
れ
る
。
同
縁
起
の
中
盤
で
活
躍
を
み
せ
る
性
寿
上

人
は
閑
雲
希
孚
の
弟
子
で
、
蘭
渓
道
隆
の
遠
孫
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
閑
雲
希

孚
は
玉
山
徳
璇
ら
と
同
じ
く
臨
済
宗
大
覚
派
の
禅
僧
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
鎌
倉
後
期
以
降
、
北
条
得
宗
家
に
よ
る
関
東
祈
禱
所
の
設
置
に
と
も
な
い
、

蘭
渓
道
隆
が
陸
奥
円
福
寺
（
瑞
巌
寺
、
宮
城
県
松
島
町
）
な
ど
東
北
進
出
を
果
た
し

て
お
）
₆₈
（
り
、
出
羽
普
光
寺
の
大
覚
派
も
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
人
名
比
定
を
す
れ
ば
、
普
光
寺
梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
正
平
年
間
か
ら
『
霊
巌
寺

縁
起
』
の
応
永
元
年
ま
で
の
約
四
十
年
の
懸
隔
も
、
閑
雲
希
孚
の
弟
子
で
あ
る
性
寿

上
人
を
間
に
挟
む
こ
と
で
無
理
な
く
説
明
が
つ
く
。

　

で
は
、
な
ぜ
法
燈
派
寺
院
で
あ
る
能
仁
寺
奥
の
院
に
大
覚
派
が
登
場
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
右
引
『
霊
巌
寺
縁
起
』
の
ご
と
く
性
寿
上
人
は
、
能
仁
寺
東
に
あ
る
霊
窟

「
枳
岩
」
に
仏
舎
利
を
奉
納
し
て
祈
雨
を
成
就
さ
せ
、
そ
の
後
、
枳
岩
の
観
音
（
役

行
者
門
弟
の
縁
覚
）
や
息
の
岩
の
四
大
神
の
霊
夢
に
導
か
れ
、
土
民
や
六
十
谷
仏
師

と
協
力
し
て
千
手
観
音
像
を
安
置
し
た
。
そ
し
て
「
庵
主
寿
上
人
殊
ニ
喜
悦
の
思
を

成
て
此
地
を
能
仁
寺
の
奥
院
と
定
ら
る
へ
し
。
山
号
寺
号
と
も
に
つ
け
給
へ
き
よ
し

望
申
け
り
」（
第
二
四
紙
）
と
あ
る
よ
う
に
、
能
仁
寺
住
持
と
な
っ
て
霊
窟
の
本
尊

を
崇
敬
し
、
二
十
八
部
衆
像
を
安
置
し
た
聖
徒
明
麟
を
歓
迎
し
、
霊
窟
の
山
号
寺
号

を
求
め
た
と
い
う
。
能
仁
寺
の
霊
窟
に
は
、
法
燈
派
よ
り
も
先
に
臨
済
宗
大
覚
派
の

僧
が
訪
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
能
仁
寺
の
創
建
は
湯
浅
党
の
帰
依
を
う
け
た
孤
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芳
澤　

元

年
に
粉
河
寺
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
は
雨
法
童
子
像
を
彫
っ
て
鎮
火
し
た
。
十

三
年
忌
の
際
、
興
国
寺
が
勅
願
寺
認
定
の
院
宣
を
得
る
と
、「
此
趣
一
々
至
一
被
呈

妙
光
寺
方
丈
至
一
之

0

0

0

法
眷

0

0

、
之
）
₇₁
（
状
」
と
あ
り
、
至
一
房
が
妙
光
寺
に
吉
報
を
伝
え
た
。『
太
平

記
』
で
は
至
一
房
は
足
利
義
詮
を
呪
詛
す
る
「
外
法
成
就
の
人
」
と
し
て
登
場
）
₇₂
（
し
、

仁
和
寺
辺
で
荼ダ

キ

ニ
枳
尼
天
法
を
修
し
て
「
心
ニ
願
フ
事
ノ
聊
モ
不
叶
云
事
ナ
シ
」
と
誇

り
、
こ
れ
を
妙
吉
侍
者
に
伝
授
し
た
と
い
う
。
な
お
、
花
山
院
家
に
は
家
門
繫
栄
を

祈
る
稲
荷
社
が
勧
請
さ
れ
、
そ
の
狐
伝
承
を
窺
わ
せ
る
説
話
を
録
し
た
『
名
語
記
』

の
一
部
を
、
花
山
院
家
の
縁
で
耕
雲
明
魏
が
『
倭
片
仮
字
反
切
義
解
』
に
記
載
し
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
₇₃
（
る
。
東
山
花
山
院
邸
（
後
の
如
住
院
）
と
仁
和
寺
辺
（
妙

光
寺
か
）
は
共
に
法
燈
派
の
拠
点
で
あ
り
、
花
山
院
稲
荷
と
至
一
房
の
荼
枳
尼
天
法
、

耕
雲
明
魏
の
間
に
は
妙
な
因
縁
を
窺
わ
せ
る
。
と
も
あ
れ
、
仁
和
寺
―
妙
光
寺
界
隈

を
京
都
の
根
拠
地
と
し
た
至
一
房
は
、
花
山
院
家
の
妙
光
寺
と
強
い
連
帯
関
係
を
も

ち
、
鎌
倉
と
由
良
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
。

　

さ
て
、
応
永
四
年
十
月
十
三
日
に
は
無
本
覚
心
百
年
忌
を
迎
え
た
。
こ
の
日
、
妙

光
寺
で
は
夢
窓
疎
石
の
高
弟
で
あ
る
絶
海
中
津
が
足
利
義
満
の
命
に
よ
り
陞
座
説
法

を
実
施
し
）
₇₄
（

た
。
当
時
の
妙
光
寺
住
持
は
聖
徒
明
麟
で
あ
る
。
ま
た
、
夢
窓
派
重
鎮
の

空
谷
明
応
も
紀
伊
興
国
寺
の
願
い
に
よ
り
説
法
導
師
を
務
め
て
い
る
（
表
2
№
37
））

₇₅
（

。

そ
こ
で
空
谷
明
応
は
「
師
多
巴

神
異
事
蚤

」
と
し
て
五
つ
の
奇
瑞
を
挙
げ
た
（【
表
3
】

参
照
）。
す
な
わ
ち
、
ⓐ
無
本
覚
心
母
の
受
胎
を
促
し
た
戸
蔵
明
神
（
戸
隠
）
の
夢

告
。
ⓑ
南
宋
か
ら
帰
る
船
中
で
唱
え
て
風
波
の
難
を
退
け
た
観
音
名
号
。
ⓒ
鷲
峰
山

の
妖
怪
を
鎮
魂
し
た
三
帰
五
戒
。
ⓓ
弘
安
三
年
に
熊
野
妙
法
山
に
参
詣
し
た
際
に
白

昼
出
現
し
た
明
星
。
ⓔ
正
応
四
年
に
上
空
よ
り
興
国
寺
に
降
臨
し
た
雨
宝
珠
、
で
あ

る
。
な
お
、
空
谷
明
応
の
説
法
で
は
ⓓ
ⓔ
ⓐ
ⓑ
ⓒ
の
順
に
時
系
列
が
乱
れ
て
お
り
、

ま
た
ⓕ
後
醍
醐
天
皇
が
肖
像
を
禁
中
で
供
養
し
、
国
師
号
を
諡
号
し
た
件
に
つ
い
て

は
『
法
燈
国
師
縁
起
』
で
は
「
皆
師
入
滅
已
後
之
事
也
」
と
い
う
理
由
で
省
か
れ
た
。

第
四
章　

耕
雲
明
魏
の
転
換
点

︵
1
︶
無
本
覚
心
百
年
忌
と
﹃
法
燈
国
師
縁
起
﹄

　

こ
の
明
徳
・
応
永
初
期
に
、
在
京
の
耕
雲
明
魏
を
基
軸
と
し
て
由
良
門
徒
こ
と
紀

伊
の
法
燈
派
禅
院
の
た
め
に
『
霊
巌
寺
縁
起
』『
衣
奈
八
幡
縁
起
』『
法
燈
国
師
縁

起
』
な
ど
の
寺
社
縁
起
が
製
作
・
改
訂
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
時
期
に
、
無
本
覚
心
と

孤
峰
覚
明
の
遠
忌
仏
事
が
立
て
続
け
に
挙
行
さ
れ
て
お
り
、
法
燈
派
所
縁
の
寺
社
縁

起
の
製
作
も
、
こ
う
し
た
祖
師
遠
忌
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　

無
本
覚
心
年
忌
仏
事
を
通
覧
す
る
と
、
興
国
寺
大
衆
が
鎌
倉
・
京
都
の
五
山
僧
を

招
聘
し
て
挙
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
七
年
忌
・
十
三
年
忌
・
三
十
三
年
忌
仏
事
に

つ
い
て
は
『
法
燈
国
師
縁
起
』
に
詳
し
い
。
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
開
催
と
お
ぼ

し
い
七
年
忌
仏
事
で
は
、
無
本
覚
心
晩
年
の
門
弟
で
あ
る
至
一
上
人
が
鎌
倉
円
覚
寺

で
斎
と
布
施
を
実
行
す
る
な
ど
尽
力
し
た
（
表
2
№
2
）。
続
く
延
慶
三
年
（
一
三

一
〇
）
の
十
三
年
忌
で
は
、
南
禅
寺
か
ら
規
庵
祖
円
（
臨
済
宗
仏
光
派
）
が
興
国
寺

に
赴
き
、
法
燈
国
師
木
像
の
点
眼
供
養
を
執
行
し
、
開
山
遠
忌
と
勅
願
化
を
記
念
し

た
（
表
2
№
3
）。
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
の
三
十
三
年
忌
で
は
、
鎌
倉
建
長
寺

の
明
極
楚
俊
が
陞
座
説
法
を
務
め
、
円
覚
寺
の
清
拙
正
澄
ら
鎌
倉
中
の
高
僧
が
大
法

会
を
挙
行
し
た
（
表
2
№
5
）。

　

鎌
倉
末
期
の
各
年
忌
で
は
、
い
ず
れ
も
至
一
上
人
の
奮
闘
ぶ
り
が
際
立
つ
。
至
一

房
は
粉
河
寺
門
前
大
鳥
居
の
捨
て
子
と
も
伝
え
る
が
（『
紀
伊
国
風
土
記
』
廃
誓
度

寺
）、
無
本
覚
心
に
拾
わ
れ
た
後
に
誓
度
院
に
入
っ
て
粉
河
寺
を
中
興
し
、
水
無
瀬

御
影
堂
長
老
と
し
て
後
鳥
羽
院
霊
託
を
京
都
や
鶴
岡
八
幡
新
宮
頼
印
ら
に
広
め
）
₇₀
（

た
。

の
ち
関
東
に
下
向
し
て
鎌
倉
殿
の
帰
依
を
得
て
弁
財
天
法
を
修
し
た
ほ
か
、
永
仁
五
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

ⓕ
を
除
く
い
ず
れ
も
『
法
燈
国
師
縁
起
』
に
収
載
さ
れ
た
が
、『
法
燈
国
師
縁
起
』

を
、『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
や
妙
光
寺
本
『
法
燈
行
状
』
と
比
較

し
た
原
田
正
俊
）
₇₆
（
氏
の
周
到
綿
密
な
書
誌
分
析
で
も
、
こ
の
百
年
忌
に
は
メ
ス
が
及
ん

で
い
な
い
た
め
一
瞥
し
て
み
た
い
。

　
『
法
燈
国
師
縁
起
』
の
編
纂
過
程
は
、
㈠
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
門
弟
覚
勇
の

撰
、
㈡
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
成
心
の
再
興
（
模
写
か
）、
㈢
応
永
三
十
一
年
の

耕
雲
明
魏
に
よ
る
改
訂
・
絵
巻
化
、
㈣
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
興
国
寺
の
徳
馨

有
鄰
に
よ
る
和
語
か
ら
漢
文
へ
の
改
訂
、
と
い
う
四
段
階
を
経
て
い
る
。『
法
燈
国

師
縁
起
』
に
は
㈠
よ
り
後
の
正
応
四
年
の
逸
話
ⓔ
を
除
く
ⓐ
〜
ⓓ
が
㈠
段
階
か
ら
収

録
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
㈢
段
階
で
は
ⓑ
ⓒ
ⓓ
ⓔ
が
百
年
忌
説
法
よ
り
も
詳
細

で
あ
る
。
ま
た
ⓒ
鷲
峰
山
の
妖
鬼
を
魔
界
に
堕
ち
た
後
鳥
羽
院
怨
霊
と
す
る
内
容
は

百
年
忌
に
は
な
い
が
、
㈠
の
頃
に
は
収
束
し
て
い
た
後
鳥
羽
怨
霊
託
宣
譚
を
、
㈠
か

ら
㈡
の
間
に
至
一
が
復
活
さ
せ
た
こ
と
に
よ
ろ
）
₇₇
（
う
。
耕
雲
明
魏
は
法
燈
派
周
辺
で
入

手
し
や
す
い
『
後
鳥
羽
院
霊
託
記
』『
雨
珠
記
』
な
ど
、
応
永
四
年
に
は
流
布
し
て

い
た
ⓐ
〜
ⓔ
に
加
え
、
伊
勢
・
八
幡
の
奇
瑞
も
大
幅
に
増
補
す
る
が
、「
拝
巴

祖
塔
蚤

之
次
」
と
あ
る
よ
う
に
、
興
国
寺
に
下
向
し
て
現
地
情
報
を
参
照
し
た
。
逆
に
絶
海

中
津
が
説
法
で
ⓐ
し
か
ふ
れ
て
い
な
い
の
は
、
紀
伊
に
下
向
し
な
か
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
京
都
五
山
の
領
袖
も
関
心
を
も
っ
て
「
神
異
」
多
き
無
本
覚
心
を

顕
彰
し
、
彼
ら
の
説
法
で
は
要
約
さ
れ
て
い
た
奇
瑞
の
内
容
を
耕
雲
明
魏
が
修
訂
増

補
し
て
縁
起
を
改
め
た
の
で
あ
る
。
通
常
の
高
僧
伝
な
ら
優
先
さ
れ
る
ⓕ
の
諡
号
を

略
す
淡
白
さ
は
耕
雲
明
魏
の
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。

　

降
っ
て
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
に
二
百
年
忌
が
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、
興
国
寺

大
衆
が
評
議
の
う
え
、「
北
上
専
使
」
天
沢
座
元
を
、
南
禅
寺
前
住
の
正
宗
龍
統

（
臨
済
宗
黄
龍
派
）
の
下
に
派
遣
し
た
。
七
月
二
十
八
日
に
天
沢
座
元
が
建
仁
寺
に

到
着
し
て
意
趣
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
正
宗
龍
統
は
受
諾
し
て
興
国
寺
に
下
向
、
陞
座

【表３】　『法燈国師縁起』と法燈国師百年忌陞座説法の比較

№ 年号 年齢 『絶海和尚語録』百年忌説法 『常光国師語録』百年忌説法 『法燈国師縁起』興国寺本

1 承元 01
（1207）

1 ⓐ俗姓常澄氏。本貫信州人。吉夢兆
于託胎之初。頴異見于岐嶷之際。

ⓐ見戸蔵霊仏。自手燃燈授之。有娠。ⓐ然母祈子於戸隠観音、一夕夢大士
手自燃燈以下授、覚而有妊矣。

2 建長 06
（1254）

48 ⓑ該当なし（宋地の天台石橋や径山
などの遊学、無門慧開への参禅を記
す。

ⓑ其自宋帰海中風濤作難。集衆念観
音号。月輪現帆檣上。頃刻風息。

ⓑ同六月初、乗智定法眼舩。蒼海
漫々不弁方角。俄悪風急吹、波浪高
激而一触将覆。師以平生所持観音小
像一幅、掛墻上而一心称念観音宝号、
合掌恭敬矣。維六月五日之夜也。到
暁、有不思議瑞相。而月輪現帆墻而
上下数返、船中明似三五夜、回首四
顧外辺只闇昏々也。有暫移于弥帆之
柱、自是風涛頓息。一舩即得穏。船
中諸人万死之中得一生矣。

3 文応 01
（1260）

54 ⓒ該当なし ⓒ剏開鷲峯山。山有妖鬼数百、毎来
悩人。一一摧伏、為授五戒。

ⓒ師未到日、鷲峯有妖鬼。従者三百
有余、作多般伎倆令人怖。師至後、
授三帰五戒、妖邪自然息。彼妖鬼者、　
人王八十二代後鳥羽院崩御之後、　随
魔道也。後鳥羽院之皇后者修明門院
也。然由良庄領家方比丘院御領也。

4 弘安 03
（1280）

74 ⓓ該当なし ⓓ弘安庚辰七十四、登熊野妙法山。
次年辛已対御説法。

ⓓ登熊野妙法山、白昼有明星現空、
紫雲横峯之端気焉。

5 正応 04
（1291）

85 ⓔ該当なし ⓔ―１　正応辛卯八十五。霹靂雨珠 ⓔ師八十五歳、三月十九日午刻、集
衆陞座説法。白日青冥中、霹靂一声、
大地震邁声聞四十里、於寺之東南嶺、
雨宝珠一類、〈故此地曰珠名〉、以此
珠為吾山無価珍。　

ⓔ―２　一日青冥中、霹靂大轟一声。
大地震動、聞四十里。宝珠一顆雨於
寺東嶂。乃以鎮山門。

6 永仁 06
（1298）

92 ⓕ滅後三十四年、後醍醐帝臨御之日、
師徒孤山遠首座所供養頂相有跳之異。
帝感其霊験。加謚曰法燈円明国師。
伏以至人応世之跡、非凡情所可測度。

ⓕ後醍醐天皇迎肖像於禁中供養。重
新諡法燈円明国師之類是也。

ⓕ該当なし（国師号のことは割注
「西方寺之号改興国寺之事、又禅師
号・国師号之勅諡者、皆師入滅已後
之事也、故別記録之者也」）。

〔注〕：文中の二重下線は、『法燈国師縁起』で加筆されたと考えられる箇所を示す。
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耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

が
、
藤
代
か
ら
梶
原
水
軍
の
船
で
逃
避
し
た
先
は
由
良
興
国
寺
で
あ
っ
た
。
義
理
は

そ
こ
で
中
国
天
台
石
橋
将
来
の
無
本
覚
心
藕
糸
袈
裟
を
前
に
し
て
得
度
を
遂
げ
、

「
由
良
ノ
旧
記
」
を
拝
観
し
た
後
、
伊
勢
へ
出
奔
し
た
と
い
う
（
表
2
№
25
）。
無
本

覚
心
藕
糸
袈
裟
に
つ
い
て
は
、
臨
済
宗
聖
一
派
の
別
峰
大
殊
が
天
照
大
神
の
夢
告
に

よ
り
伊
勢
外
宮
度
会
氏
よ
り
こ
の
袈
裟
を
感
得
し
た
話
を
前
述
し
た
。
藕
糸
袈
裟
を

無
本
覚
心
所
伝
と
し
た
の
は
別
峰
大
珠
の
創
作
と
も
考
え
ら
）
₈₂
（
れ
、『
明
徳
記
』
や

『
法
燈
国
師
縁
起
』
で
も
こ
の
別
峰
大
珠
の
説
が
採
用
さ
れ
る
が
、『
明
徳
記
』
で
は

外
宮
で
の
霊
験
譚
は
語
ら
れ
ず
、
袈
裟
の
行
方
も
河
内
光
通
寺
で
は
な
く
興
国
寺
に

所
蔵
さ
れ
義
理
が
実
見
し
た
と
す
る
点
が
相
違
す
る
。
こ
れ
は
、
応
永
三
十
一
年
に

な
っ
て
耕
雲
明
魏
が
『
法
燈
国
師
縁
起
』
に
別
峰
大
珠
の
袈
裟
感
得
譚
を
増
補
し
た

よ
う
に
（
前
述
㈢
段
階
）、『
明
徳
記
』
が
、『
法
燈
国
師
縁
起
』
改
訂
以
前
の
情
報

に
基
づ
い
て
叙
述
し
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
耕
雲
明
魏
が
『
法
燈
国
師
縁
起
』
に

奇
瑞
譚
を
増
補
し
た
可
能
性
は
先
に
紹
介
し
た
が
、
さ
ら
に
『
明
徳
記
』
と
の
比
較

に
よ
っ
て
、
と
く
に
伊
勢
外
宮
で
の
袈
裟
霊
験
譚
は
耕
雲
明
魏
が
増
補
し
た
こ
と
が

よ
り
明
確
に
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、『
法
燈
国
師
縁
起
』
に
は
伊
勢
神
だ
け
で
な
く
、
八
幡
神
に
関
す
る
説
話

も
数
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
法
燈
派
と
宇
佐
宮
に
は
若
干
の
接
点
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
由
良
宇
佐
八
幡
の
存
在
で
あ
る
。
興
国
寺
所
在
の
和
歌
山
県
由
良
町
に

は
宇
佐
八
幡
神
社
が
勧
請
さ
れ
、『
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
建
治
二
年
（
一
二

七
六
）
）
₈₃
（

条
に
は
「
浜
宮
八
幡
」
の
神
体
を
新
宮
に
遷
し
、
開
基
の
願
性
（
葛
川
景

倫
）
の
宝
鏡
を
奉
納
し
た
と
あ
る
。
ま
た
建
治
四
年
、
紀
伊
国
野
上
荘
の
女
性
二
人

に
八
幡
大
菩
薩
が
憑
依
し
、
無
本
覚
心
に
託
宣
を
下
し
た
こ
と
を
記
す
『
御
託
宣

記
』
は
野
上
八
幡
宮
（
和
歌
山
県
紀
美
野
町
）
に
現
存
し
て
お
り
（
表
2
№
23
））

₈₄
（

、

荘
園
住
民
と
八
幡
神
・
法
燈
派
の
所
縁
が
色
濃
く
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
正
安
三
年

説
法
を
執
行
し
た
（
表
2
№
61
）。
こ
う
し
て
法
燈
派
禅
僧
は
興
国
寺
だ
け
で
な
く
、

南
禅
寺
や
建
仁
寺
と
の
パ
イ
プ
を
確
保
し
、
京
都
五
山
も
興
国
寺
や
法
燈
派
禅
僧
を

重
視
し
た
。
そ
の
結
果
、
聖
徒
明
麟
が
開
創
し
た
南
禅
寺
禅
棲
院
は
、
文
明
期
ま
で

に
「
由
良
門
徒
本
寺
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
）
₇₈
（
り
、
紀
伊
よ
り
も
京
都
へ
の

求
心
性
を
有
す
る
こ
と
も
あ
っ
）
₇₉
（
た
。

　

和
泉
大
雄
寺
で
も
、
無
本
覚
心
百
年
忌
の
四
年
前
の
明
徳
四
年
五
月
二
十
四
日
に
、

孤
峰
覚
明
三
十
三
年
忌
が
聖
貞
・
義
山
明
恩
に
よ
っ
て
開
催
さ
）
₈₀
（
れ
、
翌
応
永
元
年
に

興
国
寺
で
『
霊
巌
寺
縁
起
』
が
完
成
す
る
な
ど
、
孤
峰
覚
明
の
伝
や
縁
起
を
製
作
す

る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
の
孤
峰
覚
明
百
年
忌
で
は
、

南
禅
寺
の
瑞
巌
龍
惺
が
法
語
を
作
成
し
て
い
る
が
（
表
2
№
58
）、
当
時
は
遠
忌
と

寺
社
縁
起
製
作
が
二
つ
な
が
ら
進
む
こ
と
は
な
く
、
大
雄
寺
の
開
山
塔
も
荒
廃
し
て

い
）
₈₁
（
た
。
法
燈
派
の
勢
力
が
相
対
的
に
低
落
し
て
み
え
る
が
、
換
言
す
れ
ば
無
本
覚
心

百
年
忌
・
孤
峰
覚
明
三
十
三
年
忌
の
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。

興
国
寺
か
ら
の
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
製
作
打
診
、『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
に
結
実
す
る

渡
唐
天
神
夢
想
譚
の
発
露
な
ど
、
明
徳
の
乱
前
後
に
も
拘
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
明
徳

末
年
か
ら
応
永
初
年
に
は
、
耕
雲
明
魏
の
身
辺
が
事
繁
き
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と

は
【
表
2
】
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
興
国
寺
に
と
っ
て
京
都
五
山
と
連
携
し
て
年
忌

仏
事
、
さ
ら
に
寺
社
縁
起
の
製
作
を
同
時
進
行
す
る
こ
と
は
、
守
護
職
交
代
や
湯
浅

党
凋
落
に
よ
っ
て
流
動
化
し
た
紀
伊
国
内
の
情
勢
下
に
あ
っ
て
優
位
性
を
保
持
す
る

効
果
を
生
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。

︵
2
︶
法
燈
派
の
寺
社
縁
起
か
ら
義
持
政
権
の
寺
社
復
興
へ

　

周
知
の
と
お
り
、
明
徳
末
年
か
ら
応
永
初
期
の
紀
伊
は
明
徳
の
乱
、
応
永
の
乱
と

波
瀾
に
見
舞
わ
れ
た
。
軍
記
『
明
徳
記
』
巻
下
に
よ
れ
ば
、
明
徳
三
年
（
一
三
九

二
）
二
月
、
紀
伊
守
護
職
を
失
っ
て
幕
府
軍
の
大
内
義
弘
勢
に
追
わ
れ
る
山
名
義
理
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

に
よ
り
起
筆
を
決
断
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
完
成
後
、
耕
雲
明
魏
は
義
持
政
権
で
の
活
動
を
顕
著

に
す
る
。
京
都
帰
順
後
の
耕
雲
明
魏
に
と
っ
て
応
永
二
十
年
代
は
晩
年
の
第
三
期
に

当
た
り
、
法
燈
派
に
奉
仕
す
る
た
め
の
寺
社
縁
起
作
成
の
段
階
か
ら
、
室
町
殿
に
よ

る
八
幡
神
再
興
事
業
参
画
へ
と
踏
み
出
し
た
。
そ
こ
で
耕
雲
明
魏
は
、
幕
府
と
の
協

調
を
図
る
有
力
守
護
大
内
盛
見
と
共
に
、
応
永
二
十
五
・
六
年
に
宇
佐
宮
再
興
の
寺

社
縁
起
や
和
歌
を
奉
納
し
た
。
耕
雲
明
魏
と
宇
佐
宮
の
直
接
的
接
点
は
窺
い
が
た
い

も
の
の
、
法
燈
派
と
宇
佐
八
幡
の
関
係
に
は
鎌
倉
期
以
来
の
由
緒
が
あ
っ
た
。
耕
雲

明
魏
の
人
選
に
は
、
南
朝
勢
力
圏
に
あ
っ
て
法
燈
派
を
外
護
し
て
い
た
宇
佐
宮
の
再

興
に
、
そ
れ
ま
で
能
力
を
培
っ
て
き
た
同
じ
法
燈
派
ゆ
か
り
の
文
筆
家
を
投
入
す
る

こ
と
で
、
効
果
的
に
内
乱
終
息
後
の
融
和
を
演
出
し
よ
う
と
す
る
義
持
の
狙
い
が
あ

っ
た
。
こ
れ
が
耕
雲
明
魏
に
と
っ
て
南
朝
崩
壊
後
、
第
二
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
転

換
を
促
し
た
。

　
『
法
燈
国
師
縁
起
』
な
ど
法
燈
派
寺
社
縁
起
の
な
か
に
は
、
義
持
が
崇
敬
し
た
伊

勢
・
八
幡
神
（
石
清
水
）・
天
神
（
北
野
社
）
の
う
ち
、
北
野
を
除
く
二
神
が
揃
っ

て
い
た
。
義
持
が
篤
信
し
た
北
野
天
神
に
関
し
て
も
、
耕
雲
明
魏
は
第
一
期
に
当
た

る
応
永
二
年
に
は
『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
を
作
り
、
初
期
の
渡
唐
天
神
説
話
と
な
る
伏

見
殿
の
蔵
光
庵
天
神
の
説
話
を
逸
早
く
流
布
さ
せ
て
い
た
。
つ
ま
り
耕
雲
明
魏
の
伊

勢
・
八
幡
縁
起
は
第
一
期
か
ら
続
い
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
第
三
期
に
な
っ
て
義
持

に
迎
合
し
て
製
作
し
た
の
で
は
な
い
。
国
造
家
・
祠
官
家
・
紀
伊
湯
浅
党
な
ど
地
域

勢
力
と
の
交
渉
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た
縁
起
作
成
の
実
績
が
あ
っ
て
初
め
て
義
持
政

権
の
寺
社
復
興
事
業
へ
の
登
用
が
実
現
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
能
力
は
法
燈
派
の
勢

力
圏
か
ら
義
持
政
権
、
さ
ら
に
広
く
都
鄙
間
の
結
合
に
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
期
の
耕
雲
明
魏
は
、
義
持
政
権
の
寺
社
復
興
事
業
に
比
重
を
置
く
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
応
永
三
十
一
年
の
『
法
燈
国
師
縁
起
』
改
訂
増
補
は
、

（
一
三
〇
一
）
か
ら
翌
年
の
『
八
幡
愚
童
訓
』
も
託
宣
一
件
を
話
題
に
し
て
お
り
、

こ
こ
で
も
、
著
者
の
石
清
水
八
幡
祠
官
が
刮
目
し
て
い
）
₈₅
（
る
。

　

第
二
に
、
宇
佐
大
宮
司
と
法
燈
派
の
交
渉
で
あ
る
。
宇
佐
大
宮
司
の
外
護
に
よ
り

寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
神
子
栄
尊
が
開
い
た
豊
前
国
円
通
寺
（
大
分
県
宇
佐
市
）

は
、
の
ち
に
八
幡
大
菩
薩
の
奇
瑞
に
よ
り
無
本
覚
心
を
勧
請
し
、
元
弘
三
年
（
一
三

三
三
）
に
開
創
さ
れ
た
西
大
寺
流
律
宗
の
大
楽
寺
と
と
も
に
後
醍
醐
天
皇
に
保
護
さ

れ
、
南
朝
の
拠
点
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
豊
前
国
羅
漢
寺
（
同
中
津
市
）
の
円

龕
昭
覚
と
逆
流
建
順
も
、
出
雲
雲
樹
寺
の
孤
峰
覚
明
に
参
じ
た
経
歴
が
あ
っ
）
₈₆
（
た
。

　

第
三
に
、
耕
雲
明
魏
の
よ
る
『
衣
奈
八
幡
縁
起
絵
）
₈₇
（
巻
』
の
製
作
で
あ
る
。
執
筆
依

頼
の
過
程
は
三
段
階
か
ら
成
る
。
一
度
目
の
依
頼
で
は
、
明
徳
年
間
に
法
兄
で
あ
る

興
国
寺
の
明
用
都
管
か
ら
、
同
縁
起
の
著
述
に
つ
き
初
め
て
懇
命
を
受
け
た
と
あ
る
。

明
用
都
管
が
同
縁
起
の
製
作
に
乗
り
出
し
た
の
は
、「
衣
奈
御
園
に
檀
家
の
因
縁
」

が
あ
る
た
め
だ
と
い
う
。
こ
の
檀
越
は
不
詳
だ
が
、
当
時
の
衣
奈
御
園
は
石
清
水
八

幡
の
所
領
で
あ
）
₈₈
（
り
、
何
ら
か
の
関
連
が
予
見
さ
れ
る
。
ま
た
二
度
目
の
依
頼
で
は
、

応
永
七
年
秋
、
前
妙
光
寺
住
持
の
聖
徒
明
麟
が
興
国
寺
に
赴
任
し
た
こ
と
を
機
に
、

明
用
が
「
和
尚
の
厳
命
を
か
り
て
懇
請
再
三
に
及
」
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
三
度
目

の
依
頼
で
は
、
応
永
八
年
七
月
廿
七
日
夜
に
耕
雲
明
魏
が
瑞
夢
を
見
た
こ
と
で
、
つ

い
に
起
筆
に
至
り
、
間
を
置
か
ず
草
稿
を
成
し
た
。
こ
れ
を
聞
き
随
喜
し
た
興
国
寺

の
聖
徒
明
麟
は
料
紙
を
手
配
し
、
画
工
に
も
発
注
し
て
翌
年
に
は
図
絵
が
完
了
し
、

清
書
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
一
連
の
執
筆
依
頼
は
、
興
国
寺
住
持
の
聖
徒
明
麟
を

戴
し
た
同
寺
の
明
用
都
管
か
ら
、
そ
の
弟
弟
子
で
あ
る
耕
雲
明
魏
へ
と
下
達
さ
れ
る

法
脈
ル
ー
ト
を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

明
徳
年
間
の
耕
雲
明
魏
の
住
居
は
、
応
永
二
年
に
東
山
如
住
院
が
建
立
さ
れ
る
以

前
で
あ
る
か
ら
、
洛
北
妙
光
寺
に
滞
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
東
山
如
住
院
に

移
住
後
、
応
永
七
年
に
再
び
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』
製
作
を
懇
請
さ
れ
、
翌
年
の
瑞
夢
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耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

寺
と
さ
れ
る
が
、
室
町
文
化
論
と
し
て
み
れ
ば
、
明
徳
・
応
永
期
の
法
燈
派
寺
社
縁

起
は
、
京
都
だ
け
で
な
く
国
造
家
・
祠
官
家
・
湯
浅
党
な
ど
有
力
な
地
域
が
連
携
・

拮
抗
の
す
え
に
主
導
し
た
文
化
事
業
で
あ
り
、
義
持
政
権
の
地
方
寺
社
復
興
は
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
で
接
収
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
【
付
記
】
本
稿
は
二
〇
二
二
年
三
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
、
応
永
・
永
享
期
文
化
論
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
耕
雲
（
子
晋
明
魏
）
と
寺
社
縁
起
」
に
お
け
る
報
告
内
容
の
一
部
を
増

補
し
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
（
同
席
者
は
大
橋
直
義
、
佐
々
木
創
、
高

岸
輝
諸
氏
）。
種
々
ご
教
示
賜
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（JP14J11350

）
に
よ
る
研
究
成
果
を
含
む
。

　
註（

1
）　

岩
佐
正
「
耕
雲
小
論
（
上
・
下
）」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
一
―
一
・
二
号
、
一
九
三
四
年
）、
村

田
正
志
「
花
山
院
長
親
と
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」（『
村
田
正
志
著
作
集
1
増
補
南
北
朝
史
論
』

思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
四
四
年
）、
岩
橋
小
弥
太
「
耕
雲
明
魏
」（『
国
語
と
国
文

学
』
二
八
―
一
一
号
、
一
九
五
一
年
）、
宮
崎
圓
遵
「
法
灯
円
明
国
師
之
縁
起
に
つ
い
て
　

―
　

中
世

に
お
け
る
唱
導
と
絵
解
の
一
例
　

―
　

」（『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
七
仏
教
文
化
史
の
研
究
』
思
文
閣
出

版
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
・
南
北
朝

期
』（
明
治
書
院
、
共
に
改
訂
版
一
九
八
四
・
一
九
八
七
年
）、
福
田
秀
一
「
花
山
院
長
親
の
生
涯
と

作
品
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）、
山
家
浩
樹

「
耕
雲
紀
行
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
3
室
町
武
家
関
係
文
芸
集
』
八
木
書
店
、
二
〇

〇
八
年
）
ほ
か
。

（
2
）　

拙
稿
「
応
永
期
に
お
け
る
渡
唐
天
神
説
話
の
展
開
」（
同
『
日
本
中
世
社
会
と
禅
林
文
芸
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
。
以
下
、
前
稿
と
略
称
）、
同
「
室
町
文
化
論
構
想
ノ

ー
ト
」（
芳
澤
編
『
室
町
文
化
の
座
標
軸
　

―
　

遣
明
船
時
代
の
列
島
と
文
事
　

―
　

』
勉
誠
出
版
、
二

〇
二
一
年
）、
同
「
謡
曲
《
絵
馬
》
管
見
　

―
　

長
禄
三
年
伊
勢
斎
宮
の
旅
　

―
　

」（
高
橋
悠
介
編
『
ア

ジ
ア
遊
学
２６５
宗
教
芸
能
と
し
て
の
能
楽
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
）。

（
3
）　

歌
壇
上
の
耕
雲
明
魏
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
1
）
井
上
・
福
田
論
文
、
岩
坪
健
「
南
朝
歴
代
の

法
燈
派
・
由
良
興
国
寺
へ
の
最
後
の
奉
公
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
が
相
応
し
い
か
と

思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

高
野
聖
・
萱
堂
聖
や
尺
八
の
虚
無
僧
、
金
山
寺
味
噌
な
ど
、
無
本
覚
心
を
は
じ
め

と
す
る
臨
済
宗
法
燈
派
の
歴
史
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
を
惹
起
し
て
き
た
が
、
彼
ら
を

縦
軸
と
し
て
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
を
見
晴
る
か
せ
ば
、
応
永
元
年
『
霊
巌

寺
縁
起
』、
同
二
年
『
聖
廟
法
楽
和
歌
』、
同
九
年
『
法
燈
国
師
縁
起
』
再
興
と
『
衣

奈
八
幡
縁
起
』
を
中
心
に
、
応
永
期
前
半
ま
で
じ
つ
に
大
小
多
彩
な
活
動
が
持
続
し

て
い
た
。
越
後
耕
雲
寺
創
建
、
殺
生
石
鎮
魂
、
甲
斐
月
江
寺
創
建
な
ど
、
応
永
初
期

に
は
法
燈
派
周
辺
の
活
動
が
東
国
で
も
隆
盛
し
て
い
た
。
応
永
期
前
半
に
お
け
る
法

燈
派
の
寺
社
縁
起
の
興
行
は
、
本
寺
の
あ
る
紀
伊
・
泉
南
・
山
城
な
ど
で
完
結
し
た

の
で
は
な
く
、
奥
羽
と
紀
伊
を
結
ぶ
臨
済
宗
大
覚
派
や
旅
の
勧
進
僧
を
介
し
て
興
国

寺
に
も
還
流
し
、
広
域
交
流
網
の
な
か
で
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

　

耕
雲
明
魏
は
応
永
一
桁
代
に
法
燈
派
寺
社
縁
起
の
興
行
を
達
成
し
、
同
十
年
代
に

は
中
央
歌
壇
に
活
動
の
中
心
を
置
き
換
え
た
。
こ
れ
は
、
無
本
覚
心
百
年
忌
で
法
燈

派
へ
の
奉
仕
を
一
段
落
さ
せ
、
同
十
五
年
に
代
替
わ
り
し
た
義
持
へ
の
新
た
な
忠
節

と
評
し
う
る
。
前
稿
で
も
指
摘
し
た
応
永
期
に
お
け
る
都
鄙
関
係
の
緊
密
化
と
い
う

情
勢
を
背
景
と
し
て
、
室
町
政
界
で
需
要
を
高
め
る
和
歌
活
動
に
傾
注
す
る
こ
と
で
、

南
朝
と
の
決
別
、
中
央
へ
の
回
帰
と
い
う
意
図
も
作
用
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

法
燈
派
を
支
援
し
つ
つ
在
地
秩
序
を
再
編
し
、
中
央
に
接
近
し
た
紀
伊
国
造
家
に
も

同
様
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
本
稿
で
み
た
と
お
り
、
法
燈
派
は
遠
忌
を
開
い
た
京
都
妙

光
寺
―
紀
伊
興
国
寺
を
中
心
線
と
す
る
都
鄙
横
断
の
広
域
交
流
網
を
す
で
に
十
四
世

紀
後
半
に
も
の
に
し
て
い
た
。
室
町
後
期
に
は
、
南
禅
寺
禅
棲
院
が
由
良
門
徒
の
本
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

九
八
五
年
、
二
九
七
頁
）。
以
下
、
翻
刻
頁
数
は
同
書
に
よ
る
。

（
19
）　
『
類
聚
大
補
任
』（『
群
書
類
従
』
四
補
任
部
、
四
二
二
頁
）、
天
正
本
『
太
平
記
』
巻
四
〇
「
蒙
古

日
本
を
攻
む
る
事
」（
長
谷
川
端
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
57
』
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）。

（
20
）　
『
康
暦
二
年
外
宮
遷
宮
記
』（『
続
群
書
類
従
』
一
上
、
一
五
七
〜
一
五
九
、
一
六
三
、
一
七
二
〜

一
七
六
頁
）、『
安
東
郡
専
当
沙
汰
文
』（『
群
書
類
従
』
二
八
、
四
〇
九
頁
）。

（
21
）　
『
夢
中
問
答
集
』
巻
上
七
（
川
瀬
一
馬
校
注
『
夢
中
問
答
集
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、

四
八
頁
）。
三
橋
健
「
度
会
常
昌
と
夢
窓
疎
石
と
の
邂
逅
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
六
四
号
、
二
〇

〇
三
年
、
八
七
〜
八
八
頁
）
は
、
こ
の
一
禰
宜
を
度
会
常
良
（
後
の
常
昌
）
に
比
定
す
る
。

（
22
）　

多
田
實
道
「
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
禅
僧
の
伊
勢
信
仰
と
外
宮
祠
官
」（『
東
海
仏
教
』
六
二
号
、

二
〇
一
七
年
、
九
〜
一
五
頁
）。

（
23
）　

片
桐
洋
一
「
古
今
秘
歌
集
阿
古
根
伝
・
古
今
秘
伝
抄
」（
岡
見
正
雄
博
士
還
暦
記
念
刊
行
会
編

『
室
町
ご
こ
ろ
中
世
文
学
資
料
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
、
二
一
五
頁
）。

（
24
）　

水
戸
彰
考
館
所
蔵
『
日
本
書
紀
』
は
称
名
寺
剣
阿
所
蔵
本
を
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
五
月
に
建

長
寺
で
東
巌
曇
俊
が
書
写
し
た
も
の
。

（
25
）　

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
編
『
平
成
の
大
遷
宮
出
雲
大
社
展
』（
特
別
展
図
録
、
二
〇
一

三
年
）。
墨
書
の
う
ち
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
三
（
五
七
八
〜
五
七
九
頁
）
の
「
出
雲
氏
国

造
宿
禰
清
教
」
は
「
清
孝
」
の
誤
刻
。

（
26
）　

拙
稿
「
光
厳
天
皇
」（
久
水
俊
和
・
石
原
比
伊
呂
編
『
室
町
・
戦
国
天
皇
列
伝
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
二
〇
年
、
一
二
四
頁
）。

（
27
）　

前
掲
注
（
15
）
拙
稿
、
二
〇
一
頁
。

（
28
）　

村
田
正
志
「
出
雲
大
社
の
古
文
書
」（『
季
刊
神
道
史
学
』
四
輯
、
一
九
五
三
年
）。

（
29
）　

井
上
寛
司
「
中
世
杵
築
大
社
の
上
官
」（『
大
社
町
史
研
究
紀
要
』
二
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
30
）　

松
薗
斉
「
中
世
神
社
の
記
録
に
つ
い
て
」（『
史
淵
』
一
二
七
号
、
一
九
九
〇
年
、
三
四
〜
三
六

頁
）、
同
「
出
雲
国
造
家
の
記
録
譲
状
作
成
の
歴
史
的
背
景
」（『
古
代
中
世
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
〇
年
）。

（
31
）　
『
孤
峰
和
尚
行
実
』（『
続
群
書
類
従
』
九
下
伝
部
、
五
七
〇
頁
）。

（
32
）　

佐
藤
愛
弓
「
袈
裟
と
女
人
　

―
　

真
福
寺
大
須
文
庫
蔵
『
袈
裟
表
相
』
を
中
心
と
し
て
　

―
　

」（『
説

話
文
学
研
究
』
四
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
33
）　
『
法
燈
国
師
縁
起
』
師
七
十
七
〜
八
歳
条
・
奥
書
（
三
〇
四
・
三
〇
八
頁
）。

（
34
）　

大
塚
紀
弘
「『
雨
珠
記
』
と
正
応
四
年
の
紀
州
由
良
隕
石
」（『
汲
古
』
七
三
号
、
二
〇
一
八
年
）。

（
35
）　
『
感
身
学
正
記
』
文
永
六
年
条
（
細
川
涼
一
校
注
『
感
身
学
正
記
1
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九

九
九
年
、
三
一
四
頁
）、
松
尾
剛
次
「
叡
尊
教
団
の
紀
伊
国
に
お
け
る
展
開
」（『
山
形
大
学
人
文
学

部
研
究
年
報
』
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
、
二
頁
）。

（
36
）　

以
上
、『
菊
亭
家
記
録
』『
迎
陽
記
』
応
永
五
年
正
月
七
日
条
。
家
永
遵
嗣
「
室
町
幕
府
と
「
武
家

伝
承
」（
同
『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）、
前
田

雅
之
「「
南
」・「
北
」
の
邂
逅
　

―
　

足
利
義
持
と
耕
雲
　

―
　

」（
大
津
雄
一
ほ
か
編
『
中
世
文
学
の
回

廊
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
山
本
啓
介
「
足
利
義
持
文
化
圏
の
和
歌
・
連
歌
」（
前
掲
注

（
2
）
芳
澤
編
著
）。

（
4
）　

前
掲
注
（
1
）
岩
橋
論
文
、
玉
村
竹
二
編
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』（
思
文
閣
出
版
﹇
新
装
版
﹈、

二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
八
三
年
、
二
四
八
頁
）。

（
5
）　

別
府
節
子
「「
伝
耕
雲
明
魏
筆
歌
集
切
」
に
関
す
る
考
察
」（
同
『
和
歌
と
仮
名
の
か
た
ち
　

―
　

中
世
古
筆
の
内
容
と
書
様
　

―
　

』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）。

（
6
）　

前
掲
注
（
4
）『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
二
四
八
頁
。

（
7
）　
『
和
漢
禅
刹
次
第
』（『
続
群
書
類
従
』
二
八
上
、
三
五
五
頁
）。

（
8
）　
『
竹
居
清
事
』
序
部
「
賀
龍
門
雪
岫
侍
者
美
解
序
」（『
五
山
文
学
全
集
』
三
、
二
八
一
二
頁
）。

（
9
）　

前
掲
注
（
1
）
村
田
論
文
。

（
10
）　

前
掲
注
（
1
）
福
田
論
文
・
前
掲
注
（
5
）
別
府
論
文
ほ
か
。

（
11
）　
『
建
内
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
五
月
九
日
条
。
臨
時
陵
墓
調
査
委
員
会
編
『
長
慶
天
皇
側

近
者
事
蹟
研
究
資
料
』（
一
九
三
八
年
）、
村
田
正
志
「
長
慶
天
皇
と
慶
寿
院
」（
前
掲
注
（
1
）
村

田
著
書
、
初
出
一
九
四
四
・
一
九
四
〇
・
一
九
四
一
年
）
も
参
照
。

（
12
）　

佐
々
木
創
「
伏
見
宮
家
の
『
聖
廟
法
楽
和
歌
』
　

―
　

『
両
聖
記
』
説
話
成
立
の
背
景
　

―
　

」

（『H
ERIT

EX

』
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
13
）　
『
霊
巌
寺
縁
起
』
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
自
筆
本
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

（
14
）　

玉
村
竹
二
「
禅
僧
称
号
考
」（
同
『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
上
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
）。
玉

村
氏
の
原
則
は
や
や
硬
直
的
で
あ
り
、
柔
軟
性
も
必
要
で
あ
る
旨
は
、
拙
稿
「
法
名
・
道
号
・
房

号
」（
日
本
史
史
料
研
究
会
編
『
日
本
史
の
ま
め
ま
め
し
い
知
識
1
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

で
論
及
し
た
。

（
15
）　

拙
稿
「
足
利
将
軍
家
の
受
衣
儀
礼
と
袈
裟
・
掛
絡
」（
前
田
雅
之
編
『
画
期
と
し
て
の
室
町
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。

（
16
）　

堀
内
和
明
「
和
泉
国
助
松
海
蔵
寺
と
南
北
朝
内
乱
　

―
　

高
石
大
雄
寺
と
の
対
比
で
　

―
　

」（『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
一
九
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
渡
邊
誠
「
備
後
国
の
臨
済
宗
法
燈
派
（
安
国
寺
・
常
興

寺
・
善
昌
寺
）
に
つ
い
て
の
補
訂
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
三
〇
九
号
、
二
〇
一
八
年
）
ほ
か
。

（
17
）　

萩
原
龍
夫
「
中
世
に
お
け
る
禅
密
一
致
と
伊
勢
神
宮
」（『
神
々
と
村
落
　

―
　

歴
史
学
と
民
俗
学
と

の
接
点
　

―
　

』
弘
文
堂
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）、
原
田
正
俊
①
「
禅
宗
の
地
域
展
開

と
神
祇
　

―
　

紀
伊
半
島
・
臨
済
宗
法
燈
派
を
中
心
に
　

―
　

」、
②
「
中
世
社
会
に
お
け
る
禅
僧
と
時

衆
　

―
　

一
遍
上
人
参
禅
説
話
再
考
　

―
　

」（
同
『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
八
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）
ほ
か
。

（
18
）　
『
法
燈
国
師
縁
起
』
師
従
四
十
三
歳
至
四
十
八
歳
条
（『
由
良
町
誌
史
（
資
）
料
編
』
由
良
町
、
一
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耕
雲
散
人
子
晋
明
魏
と
室
町
文
化　
　
　

芳
澤　

元

（
50
）　

村
田
正
志
「
瑩
山
紹
瑾
の
仏
慈
禅
師
号
問
題
」（『
村
田
正
志
著
作
集
1
増
補
南
北
朝
史
論
』
思

文
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
四
四
年
）、
村
井
祐
樹
編
『
雲
樹
寺
文
書
』（
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書
二
〇
一
七
―
二
、
二
〇
一
八
年
）。

（
51
）　
『
村
上
市
史
通
史
編
一
原
始
・
古
代
・
中
世
』
第
六
章
第
三
節
（
新
潟
県
村
上
市
、
一
九
九
九

年
、
二
二
七
・
三
五
一
頁
）。

（
52
）　

さ
し
あ
た
り
、
竹
内
道
雄
「
南
英
謙
宗
伝
考
」（
同
『
越
後
禅
宗
史
の
研
究
』
環
日
本
海
歴
史
民

俗
学
叢
書
3
、
高
志
書
院
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
六
六
・
六
七
年
）、
佐
藤
英
樹
「
南
英
謙
宗

と
そ
の
語
録
　

―
　

『
南
英
謙
宗
語
録
』
を
中
心
と
し
て
　

―
　

」（『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集
』
四
三

号
、
二
〇
一
二
年
）
の
み
を
挙
げ
る
。

（
53
）　

佐
藤
秀
孝
「
出
羽
玉
泉
寺
開
山
の
了
然
法
明
に
つ
い
て
　

―
　

道
元
禅
師
に
参
じ
た
高
麗
僧
　

―
　

」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
年
報
』
五
二
号
、
一
九
九
四
年
、
二
一
三
〜
二
一
七
頁
）。

（
54
）　
『
空
華
集
』
巻
一
〇
・
七
言
律
（『
五
山
文
学
全
集
』
巻
二
、
一
六
二
二
頁
）。

（
55
）　

前
掲
注
（
4
）
新
装
版
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
三
五
八
頁
も
、
能
仁
寺
入
寺
時
期
を
明
記
し
な

い
。
同
頁
の
聖
徒
明
麟
の
履
歴
に
「
和
泉
の

0

0

0

能
仁
寺
に
住
し
」
と
記
す
が
、
紀
伊
能
仁
寺
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。
能
仁
寺
住
山
後
の
聖
徒
明
麟
の
履
歴
を
追
う
と
、
応
永
四
年
頃
に
は
洛
北
妙
光
寺
に
住
し
、

同
七
年
に
は
妙
光
寺
を
去
っ
て
興
国
寺
住
持
に
就
任
し
た
（『
衣
奈
八
幡
縁
起
』）。
同
十
四
年
に
建

仁
寺
、
同
二
十
年
か
ら
翌
年
ま
で
南
禅
寺
に
昇
住
し
（『
南
禅
寺
文
書
』
五
山
之
上
南
禅
禅
寺
住
持

名
簿
、『
百
衲
襖
』
八
）、
同
二
十
七
年
に
出
雲
康
国
寺
に
相
続
次
第
置
文
を
記
し
た
際
に
は
前
南
禅

寺
・
和
泉
大
雄
寺
現
住
と
な
っ
た
（『
康
国
寺
文
書
』）。『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
一
八
、
三
五
〇

〜
三
六
一
頁
。

（
56
）　
『
能
仁
寺
文
書
』「
名
嶋
村
彦
兵
衛
口
上
覚
」（『
高
野
山
文
書
』
七
巻
二
〇
九
号
）。
上
横
手
雅
敬

「
雲
樹
寺
文
書
」（
同
『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
八
年
、

三
〇
二
頁
）。

（
57
）　
『
晦
夫
集
』
諸
山
疏
「
聖
徒
住
南
禅
」（『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
一
八
、
三
五
一
頁
）。

（
58
）　
『
嵩
山
集
』
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
（
請
求
記
号
﹇
特
六
一
―
八
﹈
浅
草
文
庫
旧
蔵
本
、

全
三
巻
、
文
明
十
四
年
八
月
建
仁
寺
広
燈
庵
写
）。

（
59
）　

拙
稿
「
醍
醐
寺
賢
西
の
『
梅
林
折
花
集
』
と
『
真
友
抄
』」（『
説
話
文
学
研
究
』
五
五
号
、
二
〇

二
〇
年
）。

（
60
）　

久
保
田
淳
編
・
深
津
睦
夫
・
君
嶋
亜
紀
著
『
和
歌
文
学
大
系
44
新
葉
和
歌
集
』（
明
治
書
院
、
二

〇
一
四
年
、
一
二
四
頁
）。

（
61
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
三
、
五
六
六
〜
五
六
九
頁
。

（
62
）　

佐
藤
秀
孝
「
孤
峰
覚
明
と
瑩
山
紹
瑾
　

―
　

瑩
山
門
下
と
し
て
の
覚
明
の
活
動
を
踏
ま
え
て
　

―
　

」

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
四
―
二
号
、
一
九
九
六
年
、
二
三
六
頁
）。
筆
者
も
同
図
書
館
に
問
い

合
わ
せ
た
が
、
や
は
り
所
在
未
確
認
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

伝
奏
」・
禁
裏
小
番
」（『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
』
五
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
37
）　

小
川
剛
生
「
足
利
義
満
の
時
代
　

―
　

政
治
と
文
化
　

―
　

」（『
中
世
文
学
』
四
八
号
、
二
〇
〇
九

年
）。

（
38
）　

尼
崎
に
は
、
琳
海
房
信
覚
の
律
院
大
覚
寺
、
大
徳
寺
言
外
宗
忠
が
開
い
た
広
徳
寺
な
ど
禅
律
寺
院

が
並
び
、
近
隣
の
摂
津
西
宮
に
は
無
本
覚
心
開
山
の
順
心
寺
も
あ
っ
た
。

（
39
）　

伊
藤
信
明
「
日
前
・
国
懸
宮
の
応
永
六
年
神
事
記
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
七

号
、
二
〇
〇
二
年
）、
川
端
泰
幸
「
紀
ノ
川
河
口
部
に
お
け
る
神
事
と
地
域
社
会
秩
序
　

―
　

日
前
国

懸
神
宮
年
中
行
事
を
素
材
に
　

―
　

」（『
日
本
史
研
究
』
五
二
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
40
）　

坂
本
亮
太
「
報
恩
寺
と
日
前
宮
　

―
　

「
至
徳
三
年
報
恩
寺
領
内
検
帳
」
の
枡
・
付
加
税
か
ら
み

る
　

―
　

」（
海
津
一
朗
研
究
代
表
『
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
荘
園
遺
跡
の
復
元
研
究
　

―
　

中
世
日
前

宮
領
の
研
究
　

―
　

』
平
成
一
五
〜
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六

年
）、
春
田
直
紀
「
浦
方
以
前
　

―
　

紀
州
海
辺
部
の
中
世
的
様
相
　

―
　

」（『
神
奈
川
大
学
日
本
常
民

文
化
研
究
所
調
査
報
告
』
二
九
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
41
）　
『
雲
巣
集
』「
次
韻
寄
投
定
聚
少
年
并
序
」（『
五
山
文
学
新
集
』
四
、
八
一
六
頁
）。

（
42
）　

坂
本
亮
太
「『
鷲
峰
開
山
法
灯
円
明
国
師
法
語
』（
館
蔵
一
〇
八
四
）」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
ニ

ュ
ー
ス
』
二
〇
二
〇
年
八
月
）。
な
お
『
法
燈
国
師
法
語
』
は
、
花
園
大
学
今
津
文
庫
本
や
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
本
な
ど
の
諸
本
が
あ
る
。
納
富
常
天
・
高
橋
秀
榮
翻
刻
『
禅
宗
法
語
（
仮
）』「
由
良

開
山
法
語
法
燈
円
明
国
師
」（『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
第
一
巻
禅
籍
篇
』
金
沢
文
庫
、
一
九
七
四

年
）、
早
苗
憲
生
「
今
津
文
庫
所
蔵
『
由
良
開
山
法
燈
円
明
国
師
法
語
』」（『
禅
学
研
究
』
六
二
号
、

一
九
八
三
年
）。

（
43
）　
『
氷
見
市
史
一
通
史
編
一
』
第
二
編
中
世
第
一
章
第
二
節
（
富
山
県
氷
見
市
、
二
〇
〇
六
年
、
二

〇
二
〜
二
〇
五
頁
）。

（
44
）　
『
法
燈
国
師
縁
起
』
師
五
十
四
歳
条
（
二
九
九
頁
）。

（
45
）　
『
正
眼
智
鑑
禅
師
年
譜
』（『
信
濃
史
料
』
六
、
四
二
七
頁
）。

（
46
）　

富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
月
江
寺
展
　

―
　

富
士
山
麓
、
禅
の
美
術
　

―
　

』（
特
別
展
図

録
、
二
〇
〇
九
年
）、
秋
山
敬
「
富
士
信
仰
の
展
開
と
文
化
」（『
富
士
吉
田
市
史
』
中
世
第
二
章
第

三
節
、
一
九
九
九
年
）。

（
47
）　

拙
稿
「
髭
僧
に
み
る
中
世
東
国
と
宗
教
　

―
　

遁
世
僧
集
団
と
関
東
天
台
談
義
所
の
交
流
網
　

―
　

」

（
菊
地
大
樹
・
近
藤
祐
介
編
『
寺
社
と
社
会
の
接
点
　

―
　

東
国
の
中
世
か
ら
探
る
　

―
　

』
高
志
書
院
、

二
〇
二
一
年
）。

（
48
）　

佐
藤
秀
孝
「
孤
峰
覚
明
と
古
剣
智
訥
　

―
　

臨
済
宗
法
灯
派
と
曹
洞
宗
瑩
山
下
の
交
渉
を
踏
ま
え
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
六
号
、
一
九
九
五
年
）。

（
49
）　

葉
貫
磨
哉
「
洞
門
禅
僧
と
神
人
化
度
の
説
話
」（『
駒
澤
史
学
』
一
〇
号
、
一
九
六
二
年
）、
石
川

力
山
「
源
翁
心
昭
と
山
林
抖
擻
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
二
―
二
号
、
一
九
八
四
年
）。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

の
成
就
心
院
を
末
寺
に
取
り
込
ん
だ
。
本
願
檀
那
は
備
中
守
護
家
・
細
川
勝
久
の
被
官
伊
勢
八
田
氏

で
、
堂
内
に
源
頼
朝
木
像
を
安
置
し
、
応
仁
の
乱
ま
で
坂
東
よ
り
三
年
一
度
の
直
垂
進
上
を
う
け
た

が
、
乱
後
は
足
軽
が
剝
奪
す
る
た
め
墨
染
紙
衣
で
代
替
し
た
。
亀
泉
集
証
は
頼
朝
木
像
の
有
様
を

「
烏
帽
太
夫
也
」
と
一
咲
し
た
が
、
義
教
や
義
政
も
拝
観
し
た
（『
蔭
凉
軒
日
録
』
文
明
十
九
年
八
月

十
一
〜
十
三
日
条
）。

（
80
）　

建
仁
寺
大
中
院
蔵
『
妙
光
雑
記
』（『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
三
、
五
八
八
頁
）。
ま
た
前
掲

注
（
16
）
堀
内
論
文
一
一
五
頁
。

（
81
）　
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
二
月
二
十
九
日
条
。

（
82
）　

前
掲
注
（
22
）
多
田
論
文
一
三
頁
。
な
お
、
多
田
論
文
は
こ
こ
で
、
無
本
覚
心
現
存
最
古
の
伝
記

を
永
徳
二
年
以
降
成
立
『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
と
す
る
が
、
断
り
が
必
要
で
あ
る
。

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
門
弟
の
覚
勇
が
起
筆
し
た
興
国
寺
本
『
法
燈
国
師
縁
起
』
が
最
も
早
い
が
、

同
書
は
応
永
九
年
か
ら
永
正
十
四
年
に
か
け
て
増
補
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
83
）　
『
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
建
治
二
年
条
（『
続
群
書
類
従
』
九
上
伝
部
、
三
五
六
頁
）。

（
84
）　
『
御
託
宣
記
』（
野
上
八
幡
宮
蔵
）
は
、
櫻
木
潤
「
野
上
八
幡
宮
所
蔵
『
御
託
宣
記
』
に
つ
い
て
」

（
薗
田
香
融
編
『
南
紀
寺
社
史
料
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
）
ほ
か
。

（
85
）　
『
八
幡
愚
童
訓
』
乙
本
（
桜
井
徳
太
郎
ほ
か
校
注
『
日
本
思
想
大
系
20
寺
社
縁
起
』
二
四
九
頁
）。

（
86
）　

三
谷
紘
平
「
豊
前
羅
漢
寺
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
背
景
　

―
　

南
北
朝
期
の
法
燈
派
禅
の
展
開
と
中

国
羅
漢
信
仰
と
の
か
か
わ
り
　

―
　

」（『
史
学
論
叢
』
四
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
、
九
・
一
一
〜
一
二

頁
）。

（
87
）　
『
衣
奈
八
幡
縁
起
』（『
由
良
町
誌
史
（
資
）
料
編
』
三
一
二
〜
三
四
九
頁
）。

（
88
）　

徳
永
健
太
郎
「
中
世
八
幡
宮
寺
領
一
覧
稿
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
六
一
号
、
二

〇
一
七
年
、
一
八
七
頁
）。

（
63
）　
『
孤
峰
和
尚
行
実
』
は
『
続
群
書
類
従
』
九
下
伝
部
に
翻
刻
。
佐
藤
秀
孝
「
孤
峰
覚
明
の
伝
記
史

料
　

―
　

『
孤
峰
和
尚
行
実
』
の
訓
註
　

―
　

」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
〇
号
、
二
〇
〇
八

年
）。

（
64
）　

五
来
重
「
一
遍
上
人
と
法
燈
国
師
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
九
―
二
号
、
一
九
六
一
年
）、
同

『
高
野
聖
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
前
掲
注
（
17
）
原
田
論
文
①
ほ
か
。

（
65
）　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊
伏
見
宮
家
九
条
家
旧
蔵
諸
寺
縁
起
集
』（
明
治
書
院
、
一
九

七
〇
年
）。
画
像
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所H

i-CA
T

 Plus

で
閲
覧
可
能
。

（
66
）　
『
羽
前
東
根
龍
興
寺
鐘
銘
』（『
古
事
類
苑
』
巻
三
地
部
二
〇
出
羽
国
、
一
九
四
頁
）、『
大
日
本
史

料
』
第
六
編
之
二
一
、
七
〇
頁
）。

（
67
）　
『
山
形
県
史
資
料
編
15
下
古
代
中
世
史
料
2
』（
山
形
県
、
一
九
七
九
年
）、
岡
田
清
一
「
小
田
島

庄
の
成
立
と
小
田
島
氏
」（『
中
世
南
奥
羽
の
地
域
諸
相
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
も
参
照
。

（
68
）　

入
間
田
宣
夫
「
古
代
・
中
世
の
松
島
寺
」（『
松
島
町
史
通
史
編
Ⅱ
』
松
島
町
、
一
九
九
一
年
）。

（
69
）　
『
抜
隊
和
尚
行
実
』（『
続
群
書
類
従
』
九
下
伝
部
、
六
三
七
頁
）。

（
70
）　

徳
永
誓
子
「
水
無
瀬
御
影
堂
と
臨
済
宗
法
燈
派
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
八
―
一
号
、
二
〇

〇
四
年
、
六
六
〜
六
七
頁
）、
小
池
勝
也
「
鶴
岡
八
幡
宮
新
宮
の
成
立
と
展
開
」（『
仏
教
史
学
研
究
』

六
三
―
一
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
二
〜
一
五
頁
）。
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
賛
を
も
つ
寿
像
（
紀

の
川
市
釈
尊
寺
蔵
）
で
は
鎌
倉
勝
因
寺
慶
雲
和
尚
と
称
し
た
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
国
宝
粉
河

寺
縁
起
と
粉
河
寺
の
歴
史
』
特
別
展
図
録
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
71
）　
『
法
燈
国
師
縁
起
』
師
九
十
一
歳
（
三
〇
八
頁
）。

（
72
）　
『
太
平
記
』
巻
二
六
「
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事
」、
巻
三
六
「
清
氏
叛
逆
事
付
相
摸
守
子
息
元

服
事
」。
古
川
元
也
「
外
法
成
就
の
至
一
上
人
に
つ
い
て
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
人
文

科
学
』
四
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
73
）　

太
田
昌
二
郎
「
ま
だ
現
れ
ぬ
名
語
記
巻
第
一
」（『
太
田
昌
二
郎
著
作
集
二
典
籍
に
関
す
る
論
考
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
三
年
）、
佐
古
愛
己
「
平
安
末
期
〜
鎌
倉
中
期
に
お
け

る
花
山
院
家
の
周
辺
　

―
　『
名
語
記
』
著
者
経
尊
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
　

―
　

」（『
立
命
館
文
学
』
五

八
九
号
、
二
〇
〇
五
年
、
三
八
〜
四
〇
頁
）。

（
74
）　
『
絶
海
和
尚
語
録
』
巻
二
・
陞
座
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
〇
巻
、
七
四
一
頁
ｃ
）。

（
75
）　
『
常
光
国
師
語
録
』
巻
上
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
一
巻
、
一
二
頁
ｃ
〜
一
四
頁
ａ
）。

（
76
）　

前
掲
注
（
17
）
原
田
論
文
①
二
〇
四
〜
二
二
四
頁
。

（
77
）　

川
合
康
「
武
家
の
天
皇
観
」（
同
『
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
初

出
一
九
九
五
年
、
二
五
五
〜
二
五
七
頁
）、
徳
永
誓
子
「
後
鳥
羽
院
怨
霊
と
後
嵯
峨
皇
統
」（『
日
本

史
研
究
』
五
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
78
）　
『
蔭
凉
軒
日
録
』
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
三
月
二
十
七
日
条
。

（
79
）　

妙
光
寺
も
、
建
長
四
年
に
建
立
さ
れ
た
後
に
「
奥
州
乱
（
明
徳
の
乱
）」
で
廃
絶
し
た
東
山
安
井


